
幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
、
と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統

広報

特集
■都城市ＰＲ事業総力戦
■保育所・認定こども園の認定と入所申し込み
■ストップ！　女性への暴力と児童虐待 ほか
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Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
作
成
事
業
や
み
や
こ
ん

じ
ょ
Ｐ
Ｒ
部
長
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
活
用

事
業
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
外
か
ら

人
や
物
、
お
金
を
呼
び
込
み
、
地
域
経

済
を
活
性
化
さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

出
身
者
の
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
へ
の
愛

着
と
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

毎
週
日
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
か
ら

フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
（
全
国
32
局
）
で
放

映
中
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
番
組
「
サ
ザ

エ
さ
ん
」。

　

１
９
６
９
年
か
ら
続
く
日
本
を
代
表

す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
番
組
で
、
東
京

で
暮
ら
す
磯
野
家
の
日
常
を
描
い
て
い

ま
す
。
少
し
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
な
サ

ザ
エ
さ
ん
を
中
心
に
、
い
た
ず
ら
好
き

な
カ
ツ
オ
、
昔
か
た
ぎ
な
波
平
な
ど
の

登
場
人
物
が
、
全
国
の
お
茶
の
間
に
笑

顔
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

制
作
に
か
か
っ
た
経
費
の
う
ち
、
本

市
が
負
担
す
る
額
は
、
約
３
８
８
万
円
。

財
源
と
し
て
、
国
の
地
方
創
生
先
行
型

交
付
金
を
活
用
し
ま
す
。
全
国
の
テ
レ

ビ
局
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
放
映
を
依
頼

し
た
場
合
、
放
映
す
る
だ
け
で
約
2
億

円
の
経
費
が
掛
か
る
こ
と
や
、
発
信
力

の
大
き
さ
な
ど
を
考
え
る
と
、
今
回
の

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
で
の
Ｐ
Ｒ
効
果
は
、
数

億
円
規
模
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

番
組
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
気
球

に
乗
っ
た
サ
ザ
エ
さ
ん
が
、
全
国
各
地

の
観
光
地
を
訪
問
。
番
組
の
名
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
本
市
が
テ
レ

ビ
局
に
働
き
か
け
た
結
果
、
同
番
組
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
宮
崎
県
内
の
観
光
地

と
共
に
、
市
内
の
観
光
地
や
施
設
、
ご

当
地
グ
ル
メ
な
ど
を
紹
介
す
る
1
分
40

秒
間
の
映
像
が
放
映
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
。
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
秋
編
と
、

28
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬
編
の
約

半
年
間
に
わ
た
っ
て
、
全
国
に
本
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

紹
介
さ
れ
る
市
内
の
施
設
な
ど

●
秋
編
（
10
月
〜
12
月
）

田
の
神か

ん

さ
ぁ
、
島
津
発
祥
ま
つ
り
、
関
之

尾
滝
、
都
城
島
津
邸
、
都
城
大だ

い

弓き
ゅ
う

、
金
御

岳
、
都
城
焼
き
肉
三
昧
舟
盛
り
御
膳

●
冬
編
（
28
年
１
月
〜
３
月
）

祝
吉
御
所
跡
、
高
城
郷
土
資
料
館
、
熊く

ま

襲そ

踊お
ど
り

（
庄
内
町
）、
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形

浄
瑠
璃
、東つ

ま

霧
島
神
社（
高
崎
町
東
霧
島
）、

高
千
穂
牧
場
、
観か

ん

音の
ん

瀬ぜ

（
高
城
町
有
水
）、

た
ち
ば
な
天
文
台

●
そ
の
他
県
内
の
施
設

青
島
、都
井
岬
、高
千
穂
峡
、西
都
原
古
墳
群
、

飫お

肥び

城
、
ク
ル
ス
の
海
（
日
向
市
）
な
ど

市
で
は
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
大
好
評
を
頂
い
て
い
る
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、
本
市
の

知
名
度
を
高
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
10
月
か
ら
放
映
が
始
ま
っ
た
国
民
的
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
ほ
か
、

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
機
体
ラ
ッ
ピ
ン
グ
「
空
恋
」
活
用
事
業
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
企
画
電
車
の
運
行

な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
◎
問
い
合
わ
せ 

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課　
☎
23-

２
６
１
５

©長谷川町子美術館

都
城
市
Ｐ
Ｒ
事
業
総
力
戦

「
都
城
市
」
の
知
名
度
を
全
国
的
に
高
め
る

Ｐ
Ｒ
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
の
意
味

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
番
組
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

期
待
さ
れ
る
効
果

各
地
の
魅
力
を
紹
介
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
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東京モノレール企画電車 ソ
ラ
シ
ド
エ
ア

「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と 

都
城
号
」

羽
田
空
港
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

港
区
浜
松
町
に

大
型
Ｐ
Ｒ
看
板
を
設
置

県
外
向
け
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
都
城
盆
地
ト
リ
ッ
プ
」

　

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
（
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ア

ジ
ア
航
空
）
の
航
空
機
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
描
く
、
機
体
ラ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
空
恋
」を
活
用
し
た「
肉
と

焼
酎
の
ふ
る
さ
と 
都
城
号
」
が
就
航
。

　

10
月
１
日
に
は
就
航
を
記
念
し
、
宮

崎
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア

空
港
で
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ

部
長「
ぼ
ん
ち
く
ん
」

と
都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ

を
描
い
た
機
体
が
、

大
空
に
飛
び
立
ち
ま

し
た
。

●
就
航
期
間

平
成
28
年
９
月
30
日
ま
で
（
1
年
間
）

　

10
月
1
日
か
ら
運
行
し
た
「
肉
と
焼

酎
の
ふ
る
さ
と 

都
城
号
」
と
「
東
京

モ
ノ
レ
ー
ル
企
画
電
車
」
を
記
念
し
、

羽
田
空
港
第
2
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お

い
て
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
10
月
１

日
か
ら
５
日
ま
で
、
都
城
市
Ｐ
Ｒ
部
長

「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
や
観
光
レ
デ
ィ
が
、

観
光
や
特
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

延
べ
８
、０
０
０
人
の
来
場
者
に
本
市

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
レ
ン
ト

の
猫
ひ
ろ
し
さ
ん
に

対
し
、
み
や
こ
ん

じ
ょ
大
使
を
委
嘱
。

初
仕
事
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

本
市
に
立
地
す
る
霧
島
酒
造
株
式
会

社
は
、
3
年
連
続
焼
酎
売
上
高
日
本
一

を
誇
り
ま
す
が
、同
社
の
主
力
商
品「
黒

霧
島
」
が
本
市
産
で
あ
る
こ
と
は
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
に
縦
８
㍍
×
横

３
・
９
㍍
の
大
型
看
板
を
設
置
し
て
、

本
市
が
日
本
一
の
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
で

あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
幸
せ
上
々
、
み

や
こ
の
じ
ょ
う
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ

せ
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
3
年
ぶ

り
に
刷
新
。
県
外
に
向
け
て
「
日
本

一
の
肉
と
焼
酎 

と
っ
て
お
き
の
自
然

と
伝
統
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
共
に
、
本

市
産
の
食
材
を

扱
う
飲
食
店

「
都
城
市
Ｐ
Ｒ 

連
携
店
」
の
情

報
な
ど
も
充
実

さ
せ
、
都
城
に

興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
本
市

を
訪
れ
た
く
な

る
内
容
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

「弓射るまち。夢見るまち。」

「見上げる夜景。見下ろす夜景。」

「黒でカンパイ。白でカンパイ。」

「１千万の牛、豚、鶏。１千万の人、ひと、ヒト。」

浜松町駅浜松町駅

田町駅方面田町駅方面

新橋駅方面新橋駅方面

山手線山手線
東京
モノレール
東京
モノレール

東海道新幹線東海道新幹線

横須賀線横須賀線

首都高速都心環状線首都高速都心環状線

大型 PR看板
設置ビル
大型 PR看板
設置ビル

　10月1日から平成28年1月31日までの４
カ月間、羽田空港と浜松町駅を結ぶ都城版
モノレールを運行。モノレール1編成（6両）
を占有し、中づりや窓上を８種類の本市ＰＲ
ポスターで飾り、都城の魅力を発信していま
す。今回は、10月から11月に掲示するポス
ターの中から４種類を紹介します。
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華
や
か
な
歴
史
絵
巻

明
道
館
パ
レ
ー
ド

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

都
城
に
息
づ
く
歴
史
と
文
化
を
体
感

島 

津 

荘 

園

●
日
時　
11
月
23
日
㈪　

11
時
30
分
～

●
行
程　
都
城
島
津
邸
～
神
柱
宮

　

さ
ま
ざ
ま
な
出
店
が
立
ち
並
ぶ
島
津

荘
園
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民
俗
芸
能
の

披
露
や
抽
選
会
、
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

着
用
・
乗
馬
な

ど
、
歴
史
に
ち
な
ん
だ
体
験
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

島
津
剣
道
大
会

●
日
時　
11
月
14
日
㈯　

９
時
～

●
場
所　
都
城
島
津
邸

※
雨
天
時
は
、
武
道
館
（
妻
ケ
丘
町
）

●
参
加
者　
市
内
外
の
小
学
生
剣
士

島
津
史
跡
め
ぐ
り

　

歴
史
観
光
ガ
イ
ド
が
、
市
内
の
史
跡

を
分
か
り
や
す
く
案
内
し
ま
す
。

●
日
時　

�

11
月
21
日
㈯�

９
時
～
16
時
20
分

●
集
合
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
駐
車
場

●
参
加
料　
大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も

３
０
０
円　

※
昼
食
は
各
自
準
備

●
定
員　
25
人　

※
申
し
込
み
順

●�

申
し
込
み�

都
城
島
津
邸　

　

☎
23

－

２
１
１
６

城
山
の
お
宝
探
し

●
日
時　
11
月
22
日
㈰　

11
時
～

●
集
合
場
所　
都
城
歴
史
資
料
館

●
対
象
・
定
員　
幼
児
、
小
学
１
年
生

～
３
年
生　

各
１
０
０
人

●
申
し
込
み　
島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局　

☎
51

－

５
５
０
１

●
日
時　
11
月
23
日
㈪　

11
時
～
17
時

●
場
所　
神
柱
公
園
多
目
的
広
場

⦿
甲
冑
体
験
処

　

記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
の
で
、
カ
メ

ラ
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い

⦿
な
ん
こ
大
会
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

　

腕
に
覚
え
の
あ
る
皆
さ
ん
の
挑
戦
を

受
け
付
け
ま
す

⦿
人
力
車
体
験
処

　

公
園
内
の
散
策
と
見
物
が
、
ゆ
っ
く

り
と
楽
し
め
ま
す

⦿
自じ

顕げ
ん

流
体
験
処

　

鹿
児
島
藩
の
武
士
た
ち
が
鍛
錬
に
励

ん
だ
古
流
剣
術
を
体
験
で
き
ま
す

⦿
乗
馬
体
験
処

　

馬
と
触
れ
合
い
、
ゆ
っ
た
り
し
た
ひ

と
と
き
が
楽
し
め
ま
す

⦿
お
雪
さ
ん
の
盃
流
し

　

関
之
尾
滝
に
伝
わ
る
「
お
雪
さ
ん
」

の
伝
説
に
ち
な
ん
だ
企
画
で
す

た
か
ひ
さ

島津家発祥の地「都城」で11月14日㈯から23日㈪にわたって繰り広げられる「島津発祥まつり」。
メーンイベントの明道館パレードでは、歴代当主や幕末の戊辰戦争に出陣した都城島津家「私領
一番隊」の武士やなぎなた隊などが、都城島津邸から神柱公園までを絢爛豪華に練り歩きます。
このほかにも島津の歴史に関わるさまざまなイベントが開催されますので、ぜひ、来場ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　島津発祥まつり実行委員会　☎51-5501
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個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
の
提
出
や
、
本

人
確
認
が
必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
る

公
的
な
身
分
証
明
書
で
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、申
請
す
る
こ
と
で
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
順
次
交
付
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

は
、
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
、
12
月

28
日
ま
で
交
付
し
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
平
成
28
年
１

月
か
ら
交
付
予
定
で
す
が
、
順
次
交
付

す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
の
確
定
申
告

の
時
期
に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
電
子
証
明

機
能
が
標
準
で
搭
載
さ
れ
ま
す
。
希

望
し
な
い
場
合
は
、
搭
載
し
な
い
こ

と
も
可
能
で
す

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
を
必

ず
持
参
く
だ
さ
い
。

●
場
所
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室

●
日
時　
月
〜
金
曜
日
、11
月
29
日
㈰
、

12
月
13
日
㈰
・
27
日
㈰　

8
時
30
分
〜

17
時
15
分

※�

毎
週
木
曜
日
は
17
時
15
分
か
ら
19
時

ま
で
、
市
民
課
の
夜
間
窓
口
で
も
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
お
手
伝
い

し
ま
す

11
月
か
ら
、
住
民
票
の
住
所
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
が
届
き
ま
す
。
市
で
は
、

制
度
の
目
的
や
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ

ー

制
度
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請（
希
望
者
）

●
郵
送
で
の
申
請

　

申
請
書
に
本
人
の
顔
写
真
を
貼
り
、

返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
ポ
ス
ト
に
投
函

し
ま
す

●
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
の
申
請

　

本
人
の
顔
写
真
を
撮
影
し
、通
知
カ
ー

ド
に
印
刷
し
て
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
申
請
し
ま
す

申
請
方
法
は
２
通
り

日　程 時　間 地　区 場　所

11月18日㈬ 9:30〜10:30 祝吉地区 祝吉地区公民館

11月19日㈭
10:00〜11:00 西岳地区 西岳地区公民館

13:30〜14:30 庄内地区 庄内地区公民館

11月20日㈮
9:30〜10:30 中郷地区 中郷地区公民館

14:00〜15:00 高城地区 高城生涯学習センター

11月24日㈫
9:30〜10:30 志和池地区 志和池地区公民館

14:00〜15:00 五十市地区 五十市地区公民館

11月25日㈬
9:30〜10:30 山田地区 山田総合センター

14:30〜15:30 山之口地区 山之口勤労福祉センター

11月26日㈭
9:30〜10:30 横市地区 横市地区公民館

14:30〜15:30 高崎地区 高崎福祉保健センター

11月27日㈮
9:30〜10:30 妻ケ丘地区 妻ケ丘地区公民館

14:00〜15:00 小松原地区 小松原地区公民館

11月28日㈯
9:30〜10:30 沖水地区 沖水地区公民館

14:00〜15:00 姫城地区 コミュニティセンター

11月29日㈰ 9:30〜10:30 全地区 総合文化ホール会議室

11月30日㈪ 19:00〜20:00 全地区 総合文化ホール会議室

※�説明会の会場などで、個人番号カードの申請のお手
伝いをします。希望する人は、「個人番号カード交付
申請書」（通知カードに同封）を必ず持参ください

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
）を

利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
を

サ
ポ
ー
ト

◎
問
い
合
わ
せ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
電
話（
市
民
課
内
）

　
☎
23ｰ

２
７
７
４

◎マイナンバー各地区説明会スケジュール
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平
成
28
年
４
月

◎
問
い
合
わ
せ

　
保
育
課　
☎
23ｰ

４
８
９
４

　

保
育
の
必
要
性
の
有
無
と
年
齢
に
応

じ
て
３
つ
の
区
分
が
設
け
ら
れ
、
認
定

さ
れ
た
区
分
に
よ
り
、
利
用
で
き
る
施

設
が
決
ま
り
ま
す
。

　

満
３
歳
以
上
の
就
学
前
の
子
ど
も
で

教
育
を
希
望
す
る
人
は
、
１
号
認
定
と

な
り
ま
す
。

　

認
定
お
よ
び
入
所
は
、施
設
へ
直
接
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
就
労
や
病
気
な
ど
に
よ
り

保
育
を
必
要
と
す
る
人
の
う
ち
、
３
歳

以
上
児
は
２
号
認
定
、
３
歳
未
満
児
は

３
号
認
定
と
な
り
ま
す
。
次
の
要
領
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

12
月
２
日
㈬
～
18
日
㈮

※�

12
月
２
日
㈬
以
前
の
受
け
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
期
間
以
降
も
、
随

時
受
け
付
け
ま
す
が
、
期
間
内
に
申

し
込
ん
だ
人
を
優
先
し
ま
す

◆
申
込
書
交
付
・
受
付
場
所

　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
、
保
育
課　

※�

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
は
、
書

類
の
交
付
の
み
で
、
認
定
は
で
き
ま

せ
ん
。
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

◆
保
育
の
必
要
な
事
由

　

就
労
、
妊
娠
や
出
産
、
病
気
や
け
が
、

介
護
な
ど
。

◆
入
所
の
決
定

　

１
号
認
定
は
、施
設
が
決
定
し
ま
す
。

２
号
お
よ
び
３
号
認
定
は
、
市
が
調
整

を
行
い
、
保
育
の
必
要
性
の
高
い
順
に

決
定
し
ま
す
。

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
す
る

保
育
所
な
ど
に
入
所
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

◆
新
規
入
所
説
明
会

日
時　

11
月
18
日
㈬　

14
時
～

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
平
成
28
年
４
月
入
所
以
外
の
申
し
込
み

　

入
所
日
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
１
日

ま
た
は
16
日
で
す
。
入
所
を
希
望
す
る

月
の
前
月
１
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
に
達
し
て
い
る
場
合
は
入

園
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

申
し
込
み
の
前
に
、
希
望
す
る
保
育
所

や
認
定
こ
ど
も
園
を
見
学
し
て
く
だ
さ

い

 

認
定
に
つ
い
て

 

利
用
で
き
る
施
設

１
号
認
定

２
号
認
定
・
３
号
認
定

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

認定こども園 保育所（園） 幼稚園

１号・２号・３号 ２号・３号 １号

教
育
と
保
育
を
一
体
的
に

行
う
施
設
。
地
域
の
子
育

て
支
援
も
実
施
し
ま
す

就
労
な
ど
の
た
め
、
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
い
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る

施
設

小
学
校
以
降
の
教
育
の
基

盤
を
つ
く
る
た
め
の
幼
児

期
の
教
育
を
行
う
学
校

平成28年度 幼稚園一覧

●印は認定の必要はありません。直接園に問い合わせてください

地区 幼稚園名 所在地 電話番号

姫城
●さくら幼稚園 姫城町 22-1552
●ふたば幼稚園 松元町 23-2469
●聖ドミニコ幼稚園 下長飯町 39-5771

妻ケ丘 ●妻ケ丘幼稚園 中原町 22-2757
庄内 ●清涼幼稚園 庄内町 37-0568

高城
高城幼稚園（5歳児のみ） 高城町穂満坊 58-2351
有水幼稚園（5歳児のみ） 高城町有水 59-9114
石山幼稚園（5歳児のみ） 高城町石山 58-3211

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
の

認
定
と
入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て
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平成28年度 認定こども園一覧

平成28年度 保育所（園）一覧

地区 認定こども園名 所在地 電話番号
姫城 天竜幼稚園 牟田町 22-0502

小松原
かたひら認定こども園 志比田町 24-7745
イングリッシュ幼児園 宮丸町 26-1874
宮丸認定こども園 宮丸町 27-1541

妻ケ丘 一万城幼稚園 一万城町 22-5739

祝吉

アソカ幼稚園 年見町 23-7505
いなりこども園 郡元四丁目 22-5974
天竜祝吉幼稚園 千町 22-1012
みやこのじょう児童学園 祝吉町 26-7414

地区 保育所（園）名 所在地 電話番号

姫城

相愛ひめぎ保育園 姫城町 22-2295

天竜保育園 早鈴町 23-1301
下長飯保育園 下長飯町 39-1040
あゆみベビーホーム 甲斐元町 23-5246
相愛保育園 早鈴町 25-1879
早鈴保育園 早鈴町 24-3699
星空の都 ポピー保育園 早鈴町 25-9478

小松原

大王保育所 平江町 22-2167
アソカ保育園 小松原町 24-0450
★志比田保育園 志比田町 23-2803
★ひばり保育園 大王町 23-0038
ぽっぽ保育所 前田町 24-7887

妻ケ丘

★上長飯保育園 上長飯町 22-4843
一万城保育園 一万城町 23-2802
たんぽぽ保育園 一万城町 23-3313
あやめ原保育園 菖蒲原町 22-2372

祝吉

郡元保育所 郡元町 22-1578
★早水保育園 早水町 24-1826
並木保育園 上川東四丁目 24-1580
★川東保育園 下川東二丁目 22-2210

五十市

たかお保育所 南鷹尾町 22-0394
今町保育園 今町 39-2102
都島保育園 鷹尾一丁目 23-5622
すずらん保育園 南鷹尾町 24-3596
さつき保育園 都島町 23-5250

横市 もちお保育園 南横市町 22-5421

沖水

金田保育所 金田町 38-1325
高木保育園 高木町 38-1310
★都北保育園 都北町 38-1877
吉尾保育園 吉尾町 38-3027
山野原保育園 太郎坊町 38-3700

地区 保育所（園）名 所在地 電話番号

志和池

志和池保育・児童館 上水流町 36-0516
★まるの保育園 野々美谷町 36-0891
★下水流保育園 下水流町 36-0535
★こばと保育園 丸谷町 36-1091

庄内
ルンビニ保育園 庄内町 37-0569
菓子野保育園 菓子野町 37-1766

西岳 わかば保育園 高野町 33-1810

中郷
中郷保育所 安久町 39-0529
梅北保育園 梅北町 39-2869
安久保育園 安久町 39-0218

山之口

山之口中央保育所 山之口町花木 57-2068
山之口ふもと保育所 山之口町山之口 57-2023
山之口乳児保育所 山之口町花木 57-2243
安楽地保育園 山之口町富吉 57-2123

高城

高城保育所 高城町穂満坊 58-2314
有水保育所 高城町有水 59-9324
石山保育園 高城町石山 58-5931
つみき保育園 高城町桜木 58-4585
★さかえ保育園 高城町穂満坊 58-2600

山田

山田中央保育所 山田町山田 64-3021
木之川内保育所 山田町山田 64-1012
★万ヶ塚保育園 山田町山田 64-1123
★谷頭保育園 山田町中霧島 64-1051

高崎

鳴峰保育園 高崎町大牟田 62-2127
旭保育園 高崎町大牟田 62-4106
善長寺保育園 高崎町江平 62-2125
前田保育園 高崎町前田 62-1996
★大牟田保育園 高崎町大牟田 62-1989
縄瀬保育園 高崎町縄瀬 62-3772

★印は認定こども園に移行予定

地区 認定こども園名 所在地 電話番号

五十市
五十市認定こども園 久保原町 22-2110
天竜第二幼稚園 南鷹尾町 23-7503
天竜第三幼稚園 鷹尾四丁目 23-7504

横市
にし幼稚園 南横市町 25-3344
みやこばるこども縁 都原町 22-4323

志和池 ししのこ幼稚園 上水流町 36-0646
庄内 おとぼうこども園 乙房町 37-1212
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平
成
26
年
度
に
、
市
の
女
性
総
合
相

談
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
７
９
２

件
。
夫
婦
や
恋
人
な
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
間

の
問
題
に
関
す
る
相
談
が
３
２
２
件
と

最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

相
談
は
51
件
で
し
た
。
ま
た
、
性
的
被

害
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴

力
の
こ
と
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
は
特
別
な
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
職
場
や
地
域
で
は
、
穏
や

か
で
ま
じ
め
と
思
わ
れ
て
い
る
人
が
、

実
は
暴
力
を
振
る
っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
ど
ん
な
関
係
で
も
起
こ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
人
間
関
係
な
ど
、

女
性
の
悩
み
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
借
金
や
悪
質
商

法
な
ど
に
関
す
る
消
費
生
活
相
談
も
併

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
相
談
で
き
ま
す
。

都
城
市
女
性
総
合
相
談

○
場
所　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
館
２
階
）

○
相
談
専
用
電
話　
☎
23
－
７
１
５
７

【
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
祝
日
を
除
く

【
女
性
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

相
談
（
要
予
約
）】

○
日
時　
11
月
18
日
㈬　

14
時
～
16
時

【
女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
（
要

予
約
）】

○
日
時　
11
月
25
日
㈬　

13
時
～
16
時

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
く
す
の
き

○
日
時
　
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時

○
電
話
相
談　
☎
36
－
０
７
４
０

　

加
害
者
は
、暴
力
を
振
る
っ
た
あ
と
、

一
転
し
て
反
省
の
態
度
を
見
せ
た
り
、

別
人
の
よ
う
に
優
し
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
し
か
し
、
暴
力
は
繰
り
返
さ
れ
、

さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
被
害
者
は
徐
々
に
逃
げ
る

機
会
や
気
力
を
失
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
被
害
者
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
か
ら
、
暴
力
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
現
状

Ｄ
Ｖ
と
は

暴
力
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
被
害
者

我
慢
し
な
い
で
相
談
を

Ｄ
Ｖ
の
形
態

生
活
費
を
渡
さ
な
い

お
金
を
取
り
上
げ
る

性
的
行
為
を
強
要
す
る

大
声
で
怒
鳴
る
、
脅
す

人
前
で
侮
辱
す
る

無
視
す
る

殴
る
、
蹴
る

物
を
投
げ
つ
け
る

経
済
的
暴
力

性
的
暴
力

精
神
的
暴
力

身
体
的
暴
力

11月12日㈭～25日㈬は
女性に対する暴力をなくす運動

ST OP女性への
暴力

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ：ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）や
性
犯

罪
、売
買
春
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
人
権
を
侵
害
す
る

行
為
で
す
。こ
の
機
会
に
、相
手
を
自
分

と
同
じ
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
す
る

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　
生
活
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
23ｰ

２
１
２
１

 

被
害
者
の
心
情

・�

本
当
は
優
し
い
人
だ
か
ら
、
い
つ
か

は
分
か
っ
て
く
れ
る

・�

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、
誰
に
も
迷

惑
が
掛
か
ら
な
い

・
夫
の
収
入
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い

・�

逃
げ
た
ら
家
族
に
危
険
が
及
ぶ
か
も

し
れ
な
い

パートナー間の問題
322件

子どもの問題
88件

親族の問題 58件
人間関係に関する問題

30件

病気に
関する問題
14件

セクハラに
関する問題
3件

経済に関する問題
35件

自分自身の問題
242件

平成26年度相談件数
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児
童
虐
待
に
は
身
体
的
虐
待
や
心
理

的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
・

怠
慢
）、
性
的
虐
待
が
あ
り
、
こ
れ
ら

が
重
複
し
て
起
こ
り
ま
す
。
子
ど
も
に

生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
し
つ
け

と
い
い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
心
や
体
を

傷
つ
け
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐

待
で
す
。

　

平
成
26
年
度
、
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
は
１
１
７
件
で
、
そ
の
う
ち
虐
待

に
関
す
る
相
談
が
１
０
５
件
と
、
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し
て
は
、

ネ
グ
レ
ク
ト
が
48
件
と
約
半
数
を
占

め
、
身
体
的
虐
待
が
35
件
、
心
理
的
虐

待
が
22
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
相
談
所
の
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
は
、「
１
８
９
」
で
す
。
電
話
は

近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

す
。子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
、

気
が
つ
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
早
め
の

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

Ｉ
Ｐ
電
話
で
つ
な
が
ら
な
い
場
合

は
、
☎
０
５
７
０
－
０
６
４
－

０
０
０
へ
電
話
く
だ
さ
い

　

子
育
て
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
も
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
話
す
こ
と
で
心
が
軽
く
な
っ
た
り
、

問
題
を
整
理
し
て
解
決
の
糸
口
を
見
つ

け
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
や
幼

児
健
診
の
際
に
、
保
健
師
な
ど
が
育

児
の
悩
み
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
う

し
た
機
会
を
生
か
し
て
、
専
門
家
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

近
所
の
人
な
ど
が
あ
い
さ
つ
や
声
を

か
け
て
く
れ
る
だ
け
で
、
養
育
者
の
気

持
ち
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

養
育
者
や
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
温

か
い
気
持
ち
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
は
身
近
な
と
こ
ろ

で
起
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
児
童
相
談

所
や
市
役
所
な
ど
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
受
け
る
と
、
市
や
児
童
相
談
所

の
職
員
が
、
自
宅
を
訪
問
し
て
子
ど
も

の
安
全
を
確
認
し
、
養
育
者
の
相
談
に

も
対
応
し
ま
す
。

　

虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因

が
絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、

特
別
な
事
情
が
な
く
て
も
、
ど
の
家
庭

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。

主
な
虐
待
の
要
因

①
子
育
て
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス

　

�

子
ど
も
と
い
る
時
間
が
長
い
、
子
育

て
の
相
談
相
手
が
い
な
い
な
ど

②
家
庭
内
の
ス
ト
レ
ス

　

�

夫
婦
・
家
族
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
、
経
済
的
不
安
が
あ
る
な
ど

③
養
育
者
の
問
題

　

�

虐
待
を
受
け
て
育
っ
た
、
病
気
に
よ

り
十
分
な
養
育
が
で
き
な
い
な
ど

児
童
虐
待
と
は

本
市
の
現
状

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

相
談
電
話
は「
１い

ち
は
や
く

８
９
」

保
護
者
（
養
育
者
）
の
皆
さ
ん
へ

地
域
の
皆
さ
ん
へ

虐
待
の
背
景
に
あ
る
要
因

虐
待
の
形
態

性
的
関
係
を
強
要
す
る

食
事
を
与
え
な
い

家
に
閉
じ
込
め
る

医
療
を
受
け
さ
せ
な
い

同
居
人
か
ら
の
虐
待
を

放
置
す
る

言
葉
で
脅
す

兄
弟
・
姉
妹
間
で
差
別

す
る

子
ど
も
の
前
で
配
偶
者

に
暴
力
を
振
る
う

殴
る
、
蹴
る

戸
外
に
閉
め
出
す

性
的
虐
待

ネ
グ
レ
ク
ト

心
理
的
虐
待

身
体
的
虐
待

児童虐待

児童虐待防止推進月間
11月は

ST OP
子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者（
養
育
者
）

が
、
子
ど
も
の
身
体
や
心
を
傷
つ
け
る

児
童
虐
待
。
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
に
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら

す
ぐ
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
23ｰ

２
６
８
４
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肥
満
者
と
糖
尿
病
予
備
群
が
多
い
都
城

　

本
市
は
、
肥
満
者
の
割
合
と
糖
尿
病

予
備
群
の
割
合
が
県
内
で
も
上
位
の
地

域
。
肥
満
に
加
え
、
高
血
圧
や
高
血
糖

が
重
な
る
と
、
心
疾
患
や
脳
疾
患
が
引

き
起
こ
さ
れ
、
糖
尿
病
の
発
症
リ
ス
ク

も
高
ま
り
ま
す
。
健
診
で
高
血
糖
が
見

つ
か
っ
た
人
は
、
10
年
以
内
に
43
㌫
が

糖
尿
病
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
健
康
教
室
の
開
催
や
健
診

後
の
保
健
指
導
な
ど
に
よ
り
、
糖
尿
病

の
発
症
と
重
症
化
予
防
に
努
め
て
い
ま

す
。

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に

　

運
動
不
足
の
解
消
と
食
生
活
を
改
善

す
る
こ
と
で
、
肥
満
や
糖
尿
病
を
予
防

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
生
活
を
健

康
に
送
る
「
健
康
寿
命
」
を
伸
ば
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

毎
日
10
分
多
く
体
を
動
か
そ
う

　

運
動
は
、
生
活
習
慣
病
に
加
え
て
、

が
ん
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
、
認
知
症
な
ど
を
予
防
す
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。
仕
事
な
ど
で
忙
し
く
、
ま

と
ま
っ
た
運
動
の
時
間
が
と
れ
な
い
と

き
に
は
、
日
常
生
活
の
中
で
体
を
動
か

す
機
会
を
つ
く
り
、
今
ま
で
よ
り
10
分

多
く
動
く
よ
う
に
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

◦
徒
歩
10
分
圏
内
は
歩
く

◦
自
転
車
や
徒
歩
で
通
勤
す
る

◦
歩
幅
を
広
く
し
て
、
早
歩
き
す
る

◦
な
る
べ
く
階
段
を
使
う

一
日
あ
と
70
㌘
の
野
菜
を
取
ろ
う

　

食
事
は
食
べ
過
ぎ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
規
則
正
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

１
日
に
必
要
な
野
菜
の
摂
取
量
は
約

今
か
ら
始
め
る
！
健
康
習
慣

３
５
０
㌘
で
す

が
、
現
在
の
日

本
人
の
平
均
摂

取
量
は
約
２
８

０
㌘
。
不
足
し

て
い
る
70
㌘
の

分
量
は
、
ト
マ

ト
半
個
分
、
小

皿
に
１
皿
分
の

量
で
す
。
日
頃

か
ら
、
あ
と
70

㌘
多
く
摂
取
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

年
に
１
度
は
健
康
診
断
を
受
け
よ
う

　

健
診
は
、病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
で

は
、
胃
が
ん
や
乳
が
ん
な
ど
の
が
ん
検

診
や
、
特
定
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
健
康
診
断
を
必
ず
受
診
し
て
、
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
支
え
る
健
康
づ
く
り
　

　

自
分
で
健
康
づ
く
り
を
し
よ
う
と
す

る
と
、
な
か
な
か
長
続
き
し
な
い
も
の

で
す
。
地
域
で
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
人
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

食
生
活
改
善
推
進
員

　

市
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
２
１
６
人
が

各
地
区
で
料
理
講
習
会
を
開
催
。
生
活

習
慣
病
や
低
栄
養
の
予
防
を
中
心
に
、

食
生
活
の
改
善
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
親

子
料
理
教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く
り
会

　

約
４
０
０
人
の
会
員
が
、
各
地
区
公

民
館
を
拠
点
に
月
に
１
回
程
度
、
健
康

体
操
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
を
計
画
し
、
楽
し
み
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

運動を続けることは難しいですが、
テレビを見ながら太ももを上げたり、
料理を作りながら片足立ちをしたりす
る「ながら運動」を実践しています。
難しく考えず、気付いたときに行うの
が長続きのコツ。また、不足すると言
われる70㌘の野菜を取りたいときは、
朝食を見直してみることをお勧めしま
す。小皿一杯分の野菜を電子レンジで
温め、ポン酢などをかけて食べるだけ
で、手軽に野菜を摂取できます。
健康教室では、健康な食生活を送る
ための知識が学べます。生活習慣を見
直し、健康管理の第１歩として、男性
にも積極的に参加してほしいです。

日々 の工夫で
健康な生活を
食生活改善推進員

永山かゆみさん
（梅北町）

インタビュー

市
で
は
、「
み
や
こ
の
じ
ょ
う
健
康
づ
く
り
計
画
21
（
第
２

次
）」
を
策
定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き
と
過
ご
す
た

め
に
は
、日
頃
か
ら
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

HbA1c※5.6以上の状況（H25年度）

※HbA1c：過去1～2カ月間の血糖値の平均
※HbA1c	5.6～6.4：保健指導レベル
	 6.5～ ：受診勧奨レベル
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後
を
絶
た
な
い
屋
外
焼
却

法
律
に
よ

り
、
ご
み
の

屋
外
焼
却
が

禁
止
さ
れ
て

い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

ご
み
や
草
木

な
ど
の
屋
外

焼
却
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
市
に
も
、

「
洗
濯
物
に
臭
い
が
付
く
」「
煙
で
咳
が

止
ま
ら
な
い
」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
て
、
住
民
ト
ラ
ブ
ル
や
健
康
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
屋
外
焼
却
は
、
火
災

の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
平
成

２６
年
中
に
は
、
屋
外
焼
却
が
原
因
で
２１

件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

屋
外
焼
却
を
止
め
て
、
ご
み
は
燃
や

せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源

ご
み
に
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
営
農
の
た
め
の
あ
ぜ
焼
き
や

野
焼
き
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
場
合
を

除
い
て
、
屋
外
で
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の

焼
却
に
つ
い
て
は
特
に
厳
し
く
取
り
締

ま
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
適
正
な
処
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
ら

住
み
よ
い
環

境
を
守
る
た
め

に
は
、
市
の
監

視
活
動
だ
け
で

は
な
く
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。

屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
場
合
は
、
環
境

政
策
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
を
壊
す
不
法
投
棄

山
林
や
河
川
、
道
路
な
ど
に
、
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
家
電
や
家
具
な
ど
の

粗
大
ご
み
に
加
え
、
空
き
缶
や
家
庭
ご

み
な
ど
を
違
法
に
投
棄
す
る
行
為
が
見

ら
れ
ま
す
。
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
ご
み

は
新
た
な
不

法
投
棄
を
呼

び
、
大
量
の

投
棄
に
つ
な

が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
不

法
投
棄
は
周

囲
の
景
観
を

損
な
う
だ
け
で
は
な
く
、
悪
臭
や
河
川

の
水
を
汚
染
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
動

植
物
の
生
態
に
も
影
響
を
与
え
た
り
し

ま
す
。

ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
を
作
る
た

め
に
は
、
一
人
一
人
の
心
掛
け
が
大
切

で
す
。
適
正
な
ご
み
処
理
に
つ
い
て
考

え
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ

う
。

環
境
監
視
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

本
市
で
は
現
在
、
６７
人
の
環
境
監
視

員
が
各
地
区
で
環
境
監
視
活
動
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境
監
視
員
は

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
ご
み
が
捨

て
ら
れ
そ
う
な
人
目
に
付
か
な
い
場
所

を
巡
回
し
な
が
ら
、
不
法
投
棄
を
監
視

し
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
環
境
を
守
る

た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

監視員の活動を始めて、４年目を迎え
ました。現在は月１回、乙房・平田地域
の不法投棄や庄内川・大淀川の水質汚染
などの早期発見に努めています。監視員
を始めた頃は、ごみが捨ててある場所も
多く見られましたが、看板を設置したり
監視活動を強化したりしたことで、少し
ずつですがごみの量も減ってきました
が、ごみの不法投棄がなくなった訳では
ありません。
一人一人が身近なところから行動し、
子どもや孫の代まで引き継ぐ住みやすく
美しいまち都城を一緒に守っていきまし
ょう。

身近なところから
行動を！
環境監視員

大峯 凱
とき

夫
お

さん
（庄内町）

インタビュー

屋
外
焼
却
や

不
法
投
棄
は
違
法
行
為
で
す

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
を
分
別
し
た
り
、
決
め
ら
れ

た
方
法
で
ご
み
を
出
し
た
り
し
て
、適
正
に
ご
み
処
理
を
し
て
い
る
一
方
で
、

屋
外
焼
却
や
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
違
法
な
ご
み
処
理
は
、
周
囲

の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
で
は
な
く
、環
境
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
適
正
な
ご
み
処
理
に
つ
い
て
考
え
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
ご
み

処
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
屋
外
焼
却
・
不
法
投
棄
の
情
報　
　
環
境
政
策
課　
☎
２３

−
２
１
３
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理　
農
産
園
芸
課　
☎
２３

−

２
４
２
５

隣の空地で
ゴミが燃えてます
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納
税
の
義
務

　

税
金
は
、
国
や
地
方
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
が
、
納

め
な
い
一
部
の
人
が
い
る
と
、
大
多
数

の
善
良
な
納
税
者
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
法
律

に
よ
る
強
制
力
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

納
税
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
限
内
納
付

　

納
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で

に
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
納
税
者
は
納
期
限
を
守
っ
て
い

ま
す
が
、
納
期
限
を
守
ら
な
い
一
部
の

人
の
た
め
に
、
督

促
な
ど
の
余
計
な

費
用
が
か
か
り
ま

す
。
市
税
の
有
効

活
用
の
た
め
に

も
、
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま

す
。

滞
納
す
る
と
滞
納
処
分
さ
れ
ま
す

　

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
国
税
徴

収
法
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
滞

納
処
分
で
す
。
納
税
に
携
わ
る
市
職
員

は
、
滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
調
査
や

捜
索
を
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
財
産
調
査
に
基

納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
と
き
は

　

市
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
納
税
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
納
付
で
き
な
い

と
き
に
は
、
早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

毎
週
木
曜
日
１９
時
ま
で

※
第
３
木
曜
日
は
２０
時
ま
で

納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替
で

　

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。
市
内
の
金
融
機
関

の
窓
口
に
あ
る
市
税
等
口
座
振
替
依
頼

書
・
自
動
払
込
利
用
申
込
書
に
記
入
し
、

預
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
へ
、
納

税
通
知
書
ま
た
は
領
収
書
、預
金
通
帳
、

通
帳
の
届
け
出
印
を
持
参
し
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
翌
月
（
場
合

に
よ
っ
て
は
翌
々
月
）
か
ら
振
り
替
え

を
開
始
し
ま
す
。

づ
き
財
産
（
預
貯
金
・
給
与
・
生
命
保

険
・
自
動
車
・
不
動
産
な
ど
）
を
差
し

押
さ
え
る
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま

す
。

　

平
成
２６
年
度
は
、
預
貯
金
１
、４
９

７
件
、
給
与
１
６
４
件
、
生
命
保
険
７０

件
、
不
動
産
７７
件
な
ど
１
、８
６
６
件

を
差
し
押
さ
え
し
、
６
、４
７
１
万
３

千
円
を
滞
納
し
て
い
る
市
税
な
ど
へ
充

当
し
ま
し
た
。

市
税
は
、
福
祉
・
教
育
・
生
活
環
境
整
備
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
重

要
な
財
源
で
す
。
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ず
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

自
身
も
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
市
の

財
政
が
圧
迫
さ
れ
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
で

あ
る
「
納
税
」。
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

納
税
課　

☎
２３

−

２
１
２
６

税
金
は
納
付
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

納期限を過ぎても納付がない場合
納期限後20日以内に督促状を
送付します。納期限の翌日か
ら延滞金が加算されます。

督　促
督促状の発送日から10日経過
しても完納しない場合は、財
産の差し押さえを行います。

催　告
督促状を送付しても納付がな
い場合、電話催告や文書によ
る催告を行います。ただし、
催告は法律で定められた手続
きではないため、催告を行わ
なくても差し押さえをする場
合があります。

財産調査
督促状などを送付しても納付
がない場合は、国税徴収法な
どにより、官公庁や金融機関、
勤務先などに対して、滞納者
の調査をしたり滞納者宅など
の捜索を行ったりします。

差し押さえ

取り立て・公売
差し押さえた預貯金や給料な
どの取り立て、不動産・自動
車などの公売を行い、滞納税
などに充当します。

税に充当

滞納処分（差し押さえ）の流れ
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納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す

　

国
保
税
を
納
め
る
人
は
、
各
世
帯
の

世
帯
主
で
す
。
世
帯
主
が
国
保
加
入
者

で
な
い
場
合
（
職
場
の
社
会
保
険
や
共

済
組
合
加
入
者
な
ど
）で
も
、同
じ
世
帯

に
国
保
加
入
者
が
い
る
と
き
は
、
そ
の

世
帯
主
に
国
保
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

滞
納
者
に
は
、
納
税
者
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、次
の
手
順
を
と
り
ま
す
。

❶
督
促

納
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
２０
日
以
内

に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

❷
催
告

❶
で
納
付
が
な
い
場
合
、
催
告
状

を
発
送
し
、
未
納
期
間
に
よ
っ
て

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

❸
差
し
押
さ
え

❶
・
❷
で
納
付
が
な
い
場
合
、
財

産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
（
滞
納
処

分
）
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
の
未
納
が
続
く
と

　

前
年
度
以
前
に
国
保
税
の
未
納
が
続

い
た
場
合
に
は
、
通
常
の
被
保
険
者
証

の
交
付
が
で
き
な
く
な
り
、
短
期
被
保

険
者
証
ま
た
は
被
保
険
者
資
格
証
明
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
と
は

　

通
常
の
国
保
被
保
険
者
証
よ
り
有
効

期
限
が
短
い
被
保
険
者
証
で
、
前
年
度

以
前
に
国
保
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
資
格
証
明
書
と
は

　

国
保
税
の
未
納
期
間
が
１
年
以
上
続

い
た
場
合
に
交
付
さ
れ
る
証
明
書
で
、

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

し
ま
す
。
こ
の
資
格
証
明
書
が
交
付
さ

れ
る
と
、
医
療

機
関
で
診
療
を

受
け
る
場
合
に

は
、
診
療
費
用

の
全
額
を
い
っ

た
ん
自
己
負
担

す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

（
国
保
加
入
・
国
保
税
に
つ
い
て
）

国
保
担
当　

☎
２３

−

２
６
４
２

（
国
保
税
の
納
付
に
つ
い
て
）

収
納
担
当　

☎
２３

−

７
１
４
４

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、

必
ず
１４
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

加
入
す
る
と
き

⃝
�

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た

と
き

⃝
�

職
場
の
社
会
保
険
な
ど
を
や
め
た

と
き

⃝
�

社
会
保
険
や
共
済
組
合
加
入
者
な

ど
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と

き

⃝
�

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

⃝
�

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と

き
脱
退
す
る
と
き

⃝
�

他
の
市
町
村
に
転
出
す
る
と
き

⃝
�

職
場
の
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
に
加
入
し
た
と
き

⃝
�

社
会
保
険
や
共
済
組
合
加
入
者
な

ど
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

⃝
�

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

⃝
�

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き

国
保
の
加
入・脱
退
の
届
け
出

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
、
病

気
や
け
が
を
し
た
人
の
医
療
費
に
充
て
る
、
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保

険
税
（
国
保
税
）
の
未
納
が
増
え
る
と
、
国
保
の
健
全
な
運
営
に
支
障
を
来
し
税
率

が
上
が
る
要
因
の
一
つ
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
保
税
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と

き
は

　

期
限
内
に
国
保
税
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
市
が
事
情
に
応
じ

て
、
分
割
し
て
納
め
る
な
ど
の
解
決
方

法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
納
付
で
き

な
い
と
き
に
は
、
未
納
額
が
増
え
る
前

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
月
第
３
木
曜
日
は
、
相
談

窓
口
を
20
時
ま
で
延
長
し
て
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
す
る
と

き
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

職
場
の
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

を
や
め
て
国
保
に
加
入
す
る
場
合
は
、

自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
税
は
、
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
で
も
、
職
場
の
社
会
保
険
や
共

済
組
合
な
ど
の
加
入
資
格
が
な
く
な
っ

た
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
の
脱
退
届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
に
は
、
新
た
に
加
入
し
た
健
康

保
険
と
二
重
に
課
税
さ
れ
、
必
要
以
上

に
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

健
康
保
険
は
、
職
場
の
社
会
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
が
優
先
と
な
り
、
国
保

を
脱
退
後
に
、
資
格
の
無
い
国
保
の
被

保
険
者
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、
後
日

診
療
費
用
を
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
注

意
く
だ
さ
い
。
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Miyakonojo city topics

　

市
の
モ
ン
ゴ
ル
国
際
交
流
員
に
着
任
し

た
ル
イ
メ
ド
・
ソ
ヨ
ル
マ
ー
さ
ん
が
９
月

15
日
、
市
長
に
着
任
の
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。モ
ン
ゴ
ル
の
大
学
で
日
本
語
を
学
び
、

日
本
の
大
学
院
に
も
留
学
し
た
経
験
の
あ

る
ル
イ
メ
ド
さ
ん
。
都
城
の
印
象
を
「
山

に
囲
ま
れ
て
自
然
も
多
く
、
モ
ン
ゴ
ル
と

似
て
い
る
。畜
産
業
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
も
、

遊
牧
民
が
ル
ー
ツ
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
と
同

じ
で
、
親
近
感
が
湧
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
都
城
」
と
書

か
れ
た
書
を
市
長
に
渡
す
と
、「
市
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の

文
化
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
之
口
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
が
９
月
12
日
、

山
之
口
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
み

や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
で
、
勢
い

よ
く
幕
を
上
げ
た
同
祭
り
。
地
元
小
学
生
ら

が
、
授
業
で
学
ん
だ
勇
壮
な
棒
踊
り
や
奴
踊

り
な
ど
の
民
俗
芸
能
を
披
露
し
、
花
を
添
え

て
い
ま
し
た
。
祭
り
の
終
盤
で
は
、
５
、

０
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
架
け
橋
に

受
け
継
が
れ
る
伝
統
文
化
を
披
露

　

起
業
や
創
業
を
考
え
て
い
る
人
を
応
援
す

る
企
画
「
ミ
ヤ
バ
レ
ー
in
都
城
」
が
９
月
13

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
５
分
間
の
発
表
時
間

を
使
っ
て
、
高
校
生
や
大
学
生
を
含
む
市
内

外
か
ら
名
乗
り
を
上
げ
た
13
組
が
、
事
業
内

容
や
商
品
を
紹
介
。
起
業
や
創
業
に
対
す
る

思
い
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

起
業
に
か
け
る
思
い
を
訴
え
る

　

都
城
市
美
術
展
が
９
月
19
日
か
ら
10
月
４

日
ま
で
、
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
外
か
ら
絵
画
や
書
、
写
真
な
ど
約

３
０
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
大
賞
を
含
む
24

点
が
入
賞
。
会
期
初
日
に
行
わ
れ
た
鑑
賞
会

で
は
、
審
査
員
ら
に
よ
る
入
選
作
品
の
講
評

な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
出
品
者
ら
が
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

圧
巻
の
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い

　

本
市
Ｐ
Ｒ
部
長
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」や
牛
・

豚
・
鶏
、
都
城
焼
き
肉
三
昧
舟
盛
り
御
膳

の
イ
ラ
ス
ト
が
機
体
に
描
か
れ
た
「
肉
と

焼
酎
の
ふ
る
さ
と 

都
城
号
」
の
就
航
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
10
月
１
日
、
宮
崎
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
リ
ア
空
港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ソ

ラ
シ
ド
エ
ア
の
機
体
ラ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
空
恋
」
を
活
用
し
た
同
事
業
。

式
典
で
は
、
就
航
を
祝
う
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
搭
乗
者
に
ぼ
ん
ち
く
ん
の
絵

は
が
き
な
ど
の
記
念
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。
池
田
市
長
は
「
今
回
の
就
航

を
機
会
に
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
都
城
を
知

っ
て
も
ら
い
、
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
ほ
し

い
」
と
力
を
込
め
話
し
ま
し
た
。

夢
と
希
望
を
乗
せ
大
空
へ

モンゴル国際交流員着任

「肉と焼酎のふるさと 都城号」就航記念式典

都城市美術展 山之口どんどんまつり

ミヤバレーin都城
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地
域
の
魅
力
を
発
見
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
盆
地
博
覧
会
（
ボ
ン
パ
ク
）」
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
「
も
ち
お
歩
き
と
昼
ご
は
ん
」

が
10
月
３
日
、
母
智
丘
公
園
周
辺
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
約
20
人
の
参
加
者
は
、
地

元
ガ
イ
ド
の
案
内
で
南
北
朝
期
の
城
跡
や

母
智
丘
神
社
な
ど
を
散
策
。
ま
ち
歩
き
を

楽
し
ん
だ
後
は
、
築
１
０
０
年
の
民
家
で

地
域
の
人
た
ち
が
作
っ
た
郷
土
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
加
治
佐
ヨ
リ
子
さ
ん

（
高
崎
町
大
牟
田
）
は
「
友
人
に
誘
わ
れ

て
参
加
し
た
。
地
域
の
史
跡
を
案
内
し
て

も
ら
う
機
会
は
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん
の

発
見
が
あ
っ
た
」
と
地
域
を
挙
げ
た
お
も

て
な
し
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
一
堂
に
会
す
る

「
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
９
月
23
日
、

高
崎
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
未
就

学
児
か
ら
壮
年
ま
で
、
約
４
０
０
人
が
参
加

し
、
世
代
別
の
選
抜
試
合
や
幼
稚
園
児
ら
の

交
流
試
合
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

ら
は
、
額
に
汗
を
流
し
な
が
ら
必
死
に
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
、交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

地
域
を
挙
げ
て
お
も
て
な
し

世
代
を
超
え
て
楽
し
む
サ
ッ
カ
ー

　

プ
ロ
タ
イ
ト
ル
戦
の
女
流
王
将
戦
第
１
局

が
10
月
３
日
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
場
で
行
わ
れ

た
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
大
判
解
説
に
多
く
の
フ

ァ
ン
が
来
場
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
詰
め
将
棋

早
解
き
コ
ー
ナ
ー
や
指
導
対
局
で
は
、
来
場

者
ら
も
参
加
し
、
プ
ロ
棋
士
と
の
交
流
を
楽

し
み
な
が
ら
腕
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。

瞬
時
に
指
す
。
将
棋
の
多
面
打
ち

　

交
通
安
全
や
防
犯
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
「
安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大

会
」
が
10
月
３
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
安
全
な
ど
に
貢
献
し

た
人
や
団
体
の
表
彰
と
併
せ
て
、
児
童
・
生

徒
ら
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど
を
テ

ー
マ
に
し
た
作
文
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
ら

は
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た

平
山
さ
ゆ
り
さ
ん
へ
の
辞
令
交
付
が
10
月

９
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
会
か
ら
地
方
へ
移

住
し
た
隊
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

し
て
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
制
度
。
本

市
で
は
昨
年
か
ら
高
崎
地
区
で
１
人
が
活

動
中
で
、平
山
さ
ん
は
市
全
域
を
対
象
に
、

移
住
・
定
住
の
促
進
や
婚
活
支
援
な
ど
に

携
わ
り
ま
す
。
広
島
県
や
福
岡
県
で
過
ご

し
た
本
市
出
身
の
平
山
さ
ん
は
、「
都
城

は
お
い
し
い
食
べ
物
や
人
の
温
か
さ
な
ど
、

魅
力
が
た
く
さ
ん
。
県
外
で
暮
ら
し
た
目

線
を
生
か
し
て
、
都
城
に
活
気
を
呼
び
込

み
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

地
域
を
支
え
る
活
力
に

もちお歩きと昼ごは
ん

地域おこし協力隊辞
令交付式

サッカーフェスティ
バル

安全・安心みやこんじょ盆
地大会

女流王将戦第一局
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漫
画
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
は
、
毎
月
１

回
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す

風景の

smiling faces of miyakonojo

今村　幸一さん漫画「ぼんちくん」の産みの親

の
手
を
離
れ
、
巣
立
っ
て
い
く
子
ど
も

を
見
送
る
よ
う
な
う
れ
し
さ
と
寂
し
さ

を
感
じ
た
」
と
親
心
を
話
し
ま
す
。

　
「
ぼ
ん
ち
く
ん
を
描
く
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
調
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
調
べ
る
こ
と

も
楽
し
み
の
一
つ
」
と
意
欲
的
な
今
村

さ
ん
。「
次
は
ア
ニ
メ
に
な
っ
て
、
都

城
の
す
ば
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ぼ
ん
ち

く
ん
を
思
い
描
い
て
い
る
」
と
夢
は
大

き
く
広
が
り
ま
す
。

　
「
夢
は
大
き
く
前
向
き
に
、
い
つ
も

笑
顔
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
村
さ
ん

は
、
今
日
も
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
を
描
き

続
け
ま
す
。

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
機
体
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
空
恋
～
空
で
街
と

恋
を
す
る
～
」
を
活
用
し
た
「
肉
と
焼

酎
の
ふ
る
さ
と　

都
城
号
」
が
10
月
１

日
、
就
航
し
ま
し
た
。
そ
の
機
体
デ
ザ

イ
ン
に
採
用
さ
れ
た
都
城
市
Ｐ
Ｒ
部
長

「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
の
産
み
の
親
が
、
今

村
幸
一
さ
ん
（
61
歳
）
で
す
。

　
「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と　

都
城
号
」

で
は
、
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、

ぼ
ん
ち
く
ん
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ヘ
ッ

ド
レ
ス
ト
カ
バ
ー
を
配
置
。
ま
た
、
客

室
乗
務
員
が
、
ぼ
ん
ち
く
ん
や
Ｐ
Ｒ
ロ

ゴ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
エ
プ
ロ
ン
を
着

用
し
て
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
大
人

気
の
ぼ
ん
ち
く
ん
。「
ぼ
ん
ち
く
ん
」は
、

今
村
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
を

基
に
描
い
た
漫
画
で
、
方
言
で
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
語
る
小
学
生
の
日
常
を
描
い
た

も
の
で
す
。
今
村
さ
ん
は
「
趣
味
が
高

じ
て
書
き
始
め
た
漫
画
。
応
援
し
て
く

れ
る
人
や
、
妻
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
こ
ま
で
頑
張
れ
た
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
話
し
ま
す
。

　
「
ぼ
ん
ち
く
ん
の
着
ぐ
る
み
が
完
成

し
た
と
き
に
、
夢
が
一
つ
実
現
し
た
と

感
じ
た
。
そ
し
て
、
肉
と
焼
酎
の
ふ
る

さ
と　

都
城
号
の
就
航
。
初
め
て
の
便

が
大
空
に
飛
び
立
つ
瞬
間
は
、
全
国
の

皆
さ
ん
に
都
城
市
と
ぼ
ん
ち
く
ん
を
知

っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
、
感
動
と
共
に

実
感
が
湧
い
て
き
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
今
村
さ
ん
。
そ
の
一
方
で
、「
自
分

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
胸
に

夢
を
描
く
漫
画
家



変
わ
り
続
け
る
ま
ち
の
姿

　

私
は
、
４
月
か
ら
気
仙
沼
市
産
業
再

生
戦
略
課
に
配
属
さ
れ
、
被
災
し
た
水

産
加
工
施
設
の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め

の
水
産
加
工
団
地
造
成
事
業
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
私
が
担
当
す
る
事
業
以
外

に
も
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
や
災

害
公
営
住
宅
整
備
事
業
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
気
仙
沼
市
が
復
興
を

果
た
す
に
は
ま
だ
時
間
が
必
要
で
す
。

水
産
業
の
ま
ち

「
気
仙
沼
」

　

我
が
「
都
城
」
と

い
え
ば
、
日
本
一
の

肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ

と
。
一
方
、
気
仙
沼

は
水
産
業
が
盛
ん
な

ま
ち
で
す
。
生
鮮
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
量

は
、
18
年
連
続
日
本
一
で
、
高
級
食
材

と
し
て
名
高
い
フ
カ
ヒ
レ
の
生
産
量
も

日
本
一
で
す
。
農
産
物
と
水
産
物
と
の

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
互
い
に
食
を
通

し
て
日
本
一
を
誇
れ
る
と
こ
ろ
に
共
通

点
を
感
じ
て
い
ま
す
。

復
興
に
向
け
て
続
く
取
り
組
み

　

防
潮
堤
建
設
や
災
害
公
営
住
宅
整
備

な
ど
、
復
興
に
向
け
た
整
備
事
業
が
進

め
ら
れ
る
一
方
で
、
産
業
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

気
仙
沼
は
、

今
が
旬
の
サ
ン

マ
も
有
名
。
全

国
各
地
で
気
仙

沼
産
の
サ
ン
マ

を
使
っ
た
「
さ

ん
ま
祭
」
を
開

催
し
て
い
て
、

私
も
９
月
に
行
わ
れ
た
楽
天
さ
ん
ま
祭

と
、
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
に
焼
き
手
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
気
仙
沼
の
お
い
し

い
サ
ン
マ
は
人
々
を
引
き
付
け
ま
す
。

　

さ
ん
ま
祭
り
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
に
触
れ
る
こ
と
で
、
復
興
に
向

け
て
取
り
組
む
人
た
ち
、
そ
れ
を
支
援

す
る
人
た
ち
の
意
気
込
み
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
派
遣
期
間
も
残
り

半
年
を
切
り
ま
し
た
が
、
更
な
る
復
興

に
向
け
て
、
日
々
の
業
務
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

◎問い合わせ　健康課　☎ 23－2765

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

の
自
治
体
が
数
多
く
被
災
。
平
成
24
年

度
か
ら
本
市
で
は
被
災
し
た
自
治
体
を

支
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
職
員
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
山
﨑
裕

太
主
査
の
奮
闘
振
り
を
紹
介
し
ま
す
。

サケの赤い色素は、アスタキサンチンと呼ばれる抗酸化力
が高い栄養成分です。老化やがんの引き金となる活性酸素
から体を守り、血液をサラサラにして動脈硬化を防ぎます。

豆乳を入れたら、沸騰させないようにしましょ
う。また、白菜や里芋など季節の野菜を入れ
ても楽しめます。

生サケ…………… ４切れ
大根……………… 200g
ニンジン…………… 100g
ショウガ…………… 10g
カイワレ大根……… 20g

●下準備
　大根…１cmの厚さに切って、いちょう切りにする
　ニンジン…１cmの厚さに切って、半月切りにする
　ショウガ…千切りにする
　カイワレ大根…根元を落とし、３等分に切る
●作り方
　①…鍋にAを入れ、下準備した大根、ニンジン、ショウ
ガを入れ、ふたをして火にかける。野菜が柔らかく
なったら生サケを入れ、弱火で10分程度煮る。

　②…煮汁でみそを溶き、豆乳を加えて弱火で10 分程度
煮る。器に盛り付け、カイワレ大根を乗せる。

みそ……………… 40g
調整豆乳……… 200ml
　だし汁………… 200ml
　酒…………………大２
　砂糖……… 大１と小１

材料（4人分）

ちょっと
ひと工夫

A

被
災
地
派
遣

職
員
奮
闘
記
Vol.3

サケの豆乳みそ煮

※1人分　184kcal、塩分1.2g

1日の野菜摂取量は350g

盆地生まれの

元気をいただきます！
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です
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募 

集

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

非
常
勤
嘱
託
調
査
員

◦
対
象　

考
古
学
学
芸
員
の
有
資
格
者
、

ま
た
は
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
や
本
調
査
に

従
事
し
有
資
格
者
と
同
等
の
知
識
を
持
つ

人
で
、
発
掘
調
査
報
告
書
の
執
筆
実
績
が

あ
り
、
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に
市
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人

◦
定
員　

若
干
名

◦
賃
金　

月
額
20
万
円
（
雇
用
保
険
、
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入
）

◦
勤
務　

祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
の
８

時
30
分
～
17
時
15
分　

※
月
に
15
日
勤
務

◦
雇
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
～
９
月
ま

で
の
６
カ
月
、
そ
の
後
は
勤
務
状
況
に
応

じ
て
６
カ
月
更
新
（
最
長
雇
用
期
間
は
３

年
間
）　

問
　
12
月
１
日
㈫
～
平
成
28
年
１
月
15

日
㈮
ま
で
に
、
履
歴
書
を
文
化
財
課
（
菖

蒲
原
町
）
に
持
参　

☎
23

－

９
５
４
７

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者

　

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
系
の
新
規
創
業
者

を
育
成
支
援
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①�

18
歳
以
上
で
、
新
規
開
業
を
目
指
す
個

人
・
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
は
開
業
後
１
年

未
満
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ

②�

中
心
市
街
地
で
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
の

出
店
を
目
指
す
個
人
・
グ
ル
ー
プ

③�

取
扱
要
項
の
応
募
要
件
を
満
た
す
人

④�

商
工
会
議
所
な
ど
が
実
施
す
る
、
創
業

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
受
講
し
た
人(

受
講

予
定
者
含
む
）、
ま
た
は
同
等
の
知
識

を
有
す
る
人

◦
募
集
店
舗
数　

４
店
舗
（
予
定
）

◦
場
所　

オ
ー
バ
ル
パ
テ
ィ
オ
南
側

◦
期
間　

平
成
28
年
４
月
～
平
成
29
年
３

月
ま
で
の
１
年
間　

◦
営
業
時
間　

10
時
～
19
時

◦
定
休
日　

火
曜
日

◦
店
舗
使
用
料(

３
坪)　

月
額
１
万
円

※
別
途
共
益
費
な
ど
あ
り

問
　
平
成
28
年
１
月
８
日
㈮
ま
で
に
オ

ー
バ
ル
パ
テ
ィ
オ　

☎
45

－

１
０
０
０

催 

し

都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想
協
議
会

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

◦
日
時　

11
月
29
日
㈰　

11
時
～　

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

◦
場
所　

志
布
志
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
会

場
（
志
布
志
市
有
明
開
田
の
里
公
園
内
）

◦
内
容　

投
票
券
付
き
の
食
券
（
１
食

２
５
０
円
）
を
購
入
し
た
人
に
よ
る
投
票

と
審
査
に
よ
り
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定

問
　
総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

平
成
28
年
都
城
市
成
人
式

　

地
区
ご
と
に
開
催
日
時
・
会
場
が
異
な

り
ま
す
。
対
象
者
で
案
内
状
が
届
か
な
い

人
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
開
式
前

に
記
念
撮
影
を
行
う
会
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
集
合
時
間
な
ど
は
案
内
状
で
確
認
く

だ
さ
い
。

◦
対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

地
区

日
程
・
開
式
時
間
・
場
所

姫
城

１
／
４
㈪　

10
時
30
分

中
央
公
民
館

小
松
原

１
／
４
㈪　

10
時
30
分

小
松
原
中
学
校
体
育
館

妻
ケ
丘

１
／
４
㈪　

10
時

妻
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

祝
吉

１
／
４
㈪　

13
時
30
分

祝
吉
中
学
校
体
育
館

五
十
市

１
／
４
㈪　

10
時

五
十
市
地
区
公
民
館

横
市

１
／
４
㈪　

10
時

西
中
学
校
体
育
館

沖
水

１
／
５
㈫　

10
時

沖
水
中
学
校
体
育
館

志
和
池

１
／
４
㈪　

10
時
30
分

志
和
池
中
学
校
体
育
館

庄
内

１
／
４
㈪　

10
時

庄
内
中
学
校
体
育
館

西
岳

１
／
３
㈰　

10
時
30
分

西
岳
地
区
公
民
館

中
郷

１
／
３
㈰　

13
時

中
郷
地
区
公
民
館

山
之
口

１
／
３
㈰　

10
時

シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

高
城

１
／
３
㈰　

10
時
30
分

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

山
田

１
／
３
㈰　

10
時

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

高
崎

１
／
４
㈪　

10
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

都
城
き
り
し

ま
支
援
学
校
１
／
９
㈯　

11
時

都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校
体
育
館

問
　
生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

　
　

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
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12
月
４
日
㈮
～
10
日
㈭
は
「
人
権
週
間
」

人
権
啓
発
推
進
大
会（
無
料
）

◦
日
時　

12
月
12
日
㈯　

14
時
～
15
時
30
分

※�

13
時
30
分
か
ら
人
権
啓
発
標
語
入
賞
者

の
表
彰
式
が
あ
り
ま
す

◦
場
所　

中
央
公
民
館

◦
内
容　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
江
川
紹
子
さ

ん
に
よ
る
講
演

※
託
児
あ
り
、
要
予
約

問
　
11
月
27
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23

－

９
５
４
５

よ
り
よ
い
景
観
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
無
料
）

◦
日
時　

11
月
24
日
㈫　

14
時
～
16
時

◦
場
所　

中
央
公
民
館

◦
内
容　

市
景
観
審
議
会
委
員
の
瀬
川
洋

一
郎
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
、
正
応
寺
ご

ん
だ
の
会
な
ど
の
取
り
組
み
事
例
発
表

問
　
都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

子育て支援センター行事予定 山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

◦
日
時　

11
月
15
日
㈰　

14
時
開
演

◦
場
所　

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

◦
演
目　

娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

門
出
八
嶋
～
八
嶋
合
戦
の
段
（
弁
慶
の
段

切
）、
八
嶋
の
浦
の
段
（
提
灯
と
ぼ
し
）

間あ
い

狂
言
～
太
郎
の
御ご

ぜ

む

け

前
迎

問
　
山
之
口
地
域
振
興
課

　
　

☎
57

－

３
１
１
１

弥
五
郎
三
兄
弟
山
之
口
に
勢
ぞ
ろ
い

南
九
州
大
人
弥
五
郎
伝
説
文
化
交
流
会

◦
日
時　

12
月
６
日
㈰　

11
時
～
15
時

◦
場
所　

山
之
口
総
合
支
所

◦
内
容　

弥
五
郎
太
鼓
や
神
楽
舞
、
獅
子

舞
、
御
神
馬
馬
方
節
、
浦
安
の
舞
の
披
露

◦
そ
の
他　

弥
五
郎
ど
ん
を
引
く
子
ど
も

（
４
歳
～
小
学
６
年
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
イ
ベ
ン
ト
当
日

の
13
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す

※
先
着
１
０
０
人

問
　
山
之
口
地
域
振
興
課

　
　

☎
57

－

３
１
１
１

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ「
山
之
口
」

◦
日
時　

12
月
６
日
㈰　

９
時
30
分
～
15
時

◦
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

山
之
口
地
区
公
民
館

◦
内
容　

自
治
公
民
館
功
労
者
表
彰
、
文

化
公
演
会
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

や
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
体
験
（
各
20
人
）、

野
点
コ
ー
ナ
ー
（
先
着
１
０
０
人
）、
手

作
り
よ
ろ
い
・
か
ぶ
と
の
試
着
体
験
、
作

品
展
示
、
地
場
産
品
販
売
な
ど

問
　
山
之
口
地
域
振
興
課

　
　

☎
57

－

３
１
１
１

◆都城市子育て支援センター� ☎22-1659

11/18 ㈬
10時～

マタニティの会「産前産後、赤ちゃ
んのお世話について」
対象：妊婦　※要申し込み

11/25 ㈬
10時～

とんとんクラブ「親子でおやつ作り」
対象：２歳以上の親子
※要申し込み

11/30 ㈪
13時30分～

あかちゃんパーク・集いの日「わら
べ歌、絵本の読みきかせ、誕生会」
対象：０、１歳の親子　
場所：総合社会福祉センター

12/７ ㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子・妊
婦さんの集いの場」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

◆山之口子育て支援センター� ☎57-3298

11/13 ㈮
９時～

病弱児room「すまいる」
対象：感染症に弱く、抵抗力のない
子ども

11/17 ㈫
10時～

マタニティclass「プチプチ」
先輩ママとのお話、赤ちゃんとの触
れ合い

12/３ ㈭
10時～

ふれあいコンサート「小さな音楽会
の生演奏を楽しみましょう」
場所：下富吉地区体育館

12/４ ㈮
10時30分～

赤ちゃんroom「ピヨピヨ」
ペットボトルを使ったマラカス作り

◆山田子育て支援センター� ☎64-3171

11/25 ㈬
10時～

誕生会（10・11月生まれ）
「誕生日のお祝いとわらべ歌あそび
をしましょう」
※11月17日㈫までに要申し込み

12/３ ㈭
10時～

身体測定
「子どもの成長を数字で知ろう」

12/10 ㈭
10時～

にこにこ教室「クリスマス帽子作り」

12/18 ㈮
10時～

クリスマス会「クリスマスコンサー
ト・パーティ」
材料費：大人400円、子ども300円
定員：25組　※要申し込み
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2015.11

催 

し

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
景
心
書
道
会
都
城
展
（
無
料
）】

◦
日
時　

11
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
20
時　

※
29
日
㈰
は
、
15
時
30
分
ま
で

◦
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

問
　
景
心
書
道
会
（
吉
川
）

　
　

☎
23

－

０
８
７
５

【
都
城
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ル
創
立
60
周
年

記
念
演
奏
会
】

◦
日
時　

12
月
６
日
㈰　

13
時
開
演

◦
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

◦
入
場
料　

一
般
１
、０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
５
０
０
円

問
　
都
城
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ル
（
落
合
）

　
　

☎
76

－

５
４
０
５

【
月
例
俳
句
会
】

◦
日
時　

12
月
６
日
㈰　

13
時
開
会

◦
場
所　

中
央
公
民
館

◦
入
場
料　

５
０
０
円

問
　
都
城
俳
句
研
究
会
（
加
賀
）

　
　

☎
25

－

２
８
９
０

【
劇
団
文
学
座
「
く
に
こ
」
公
演
】

◦
日
時　

11
月
30
日
㈪　

18
時
30
分
開
演

◦
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

◦
入
場
料　

会
員
無
料
。
当
日
入
会
も
可

問
　
都
城
市
民
劇
場　

☎
21

－

８
０
８
２

【
都
城
歌
謡
会
・
協
会
音
楽
祭
】

◦
日
時　

11
月
22
日
㈰　

12
時
30
分
開
演

◦
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

◦
入
場
料　

一
般
１
、５
０
０
円
、
小
学

生
以
下
５
０
０
円

問
　
都
城
歌
謡
会
・
協
会
（
岡
元
）

　
　

☎
24

－

３
９
９
６

地
域
福
祉
推
進
大
会（
無
料
）

◦
日
時　

11
月
19
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

◦
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

◦
内
容　

社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た

個
人
や
団
体
な
ど
の
表
彰
、
地
域
福
祉
活

動
の
公
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
・
同
志
社
大
学
社
会
学
部　

永
田
祐
准
教
授
）

問
　
福
祉
課　

☎
23

－
２
９
８
０

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

◦
日
時　

11
月
26
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

◦
日
時　

12
月
12
日
㈯　

14
時
30
分
～

◦
内
容　
「
み
っ
つ
の
お
ね
が
い
」
ほ
か

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

◦
日
時　

11
月
28
日
㈯　

11
時
～

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

◦
日
時　

12
月
12
日
㈯　

11
時
～

問
　
都
城
市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

　
　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
羊
毛
教
室　

洗
い
～
作
品
づ
く
り
】

◦
日
時　

11
月
14
日
㈯　

９
時
～
17
時

◦
場
所　

安
久
児
童
館

◦
費
用　

２
、０
０
０
円
程
度

※
要
申
し
込
み

問
　
こ
じ
ぃ
の
森
・
こ
ど
も
の
時
間

　
　
　

☎
39

－
５
８
５
５

【
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

◦
日
時　

11
月
26
日
㈭　

19
時
～

◦
場
所　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
都
城
店
（
三
股

町
樺
山
）

◦
費
用　

１
、０
０
０
円
程
度

※
要
申
し
込
み

問
　
婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
テ
ー
ブ
ル
ゲ

ー
ム
、
卓
球
体
験
（
無
料
）】

◦
日
時　

11
月
22
日
㈰　

10
時
～
12
時

◦
場
所　

老
人
ホ
ー
ム
き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ

（
菓
子
野
町
）

問
　
ビ
助
っ
人　

☎
37

－

３
７
１
９

【
Ｍ
恋
パ
ー
テ
ィ　

パ
ー
ト
24
】

◦
日
時　

12
月
５
日
㈯　

19
時
～

◦
場
所　

ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

R
A

（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
内
）

◦
対
象　

20
歳
～
45
歳
の
独
身
男
女

◦
費
用　

男
性
４
、５
０
０
円
、
女
性
３
、

５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

問
　
ス
マ
イ
ル
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

☎
０
８
０

－

２
７
１
３

－

２
８
６
０

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
二に

胡こ

】

◦
日
時　

11
月
26
日
㈭

◦
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

◦
出
演　

フ
ル
ー
ア

問
　
文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０
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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
と

学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
基
本
方
針
を
定
め
、
組
織
的
に
対
応
す
る
こ
と
で
い
じ
め
防
止
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
い
じ
め
防
止
の
基
本
理
念
や
、
市
民
、
関
係
者
の
責
務
を
明
確
に
し
、「
い

じ
め
は
ど
こ
の
学
校
の
ど
の
児
童
生
徒
に
も
起
こ
り
う
る
も
の
」
と
の
認
識
に
基
づ

き
、
い
じ
め
防
止
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
都
城

市
い
じ
め
防
止
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課　

☎
23

－
２
１
８
６

都
城
市
い
じ
め
防
止
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

都
城
市
い
じ
め
防
止
条
例
の
概
要

目
的
（
第
１
条
）

　
基
本
理
念
や
関
係
者
の
責
務
を
明
確
化

し
、
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す

基
本
理
念
（
第
３
条
）

　
い
じ
め
防
止
の
対
策
は
、
学
校
内
外
を

問
わ
ず
、
児
童
ら
が
安
心
し
て
学
習
活
動

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、「
い
じ
め
が
起
き
に
く
い
、
い
じ
め

を
起
こ
さ
せ
な
い
、
い
じ
め
を
放
置
し
な

い
」
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
児
童
ら
の
生
命
や
心
身
を
保
護
す

る
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
い
じ
め
の
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
　
　

責
務
の
明
確
化
（
第
５
条
・
第
６
条
・
第

７
条
・
第
８
条
）

【
市
の
責
務
】

　
都
城
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策

定
。
い
じ
め
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置

を
実
施
し
ま
す

【
市
立
学
校
お
よ
び
市
立
学
校
の
教
職
員

の
責
務
】

　
学
校
ご
と
に
い
じ
め
防
止
対
策
基
本
方

針
を
策
定
。い
じ
め
を
認
知
し
た
場
合
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
適
正
か
つ
迅
速

に
対
処
し
ま
す

【
保
護
者
の
責
務
】

　
養
育
す
る
子
が
、
い
じ
め
を
行
う
こ
と

が
な
い
よ
う
、
規
範
意
識
を
養
う
指
導
を

行
う
よ
う
努
め
、
い
じ
め
を
受
け
た
こ
と

を
知
っ
た
場
合
は
、
子
ど
も
を
い
じ
め
か

ら
保
護
し
ま
す
。
ま
た
、 

市
や
市
立
学
校

が
実
施
す
る
い
じ
め
防
止
の
た
め
の
措
置

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
ま
す

【
市
民
の
責
務
】

　
児
童
ら
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す

連
携
（
第
９
条
）

　
い
じ
め
防
止
な
ど
に
必
要
な
協
力
を
、

市
立
学
校
以
外
の
校
長
、
学
校
設
置
者
、

学
校
設
置
者
を
所
管
す
る
国
や
地
方
公
共

団
体
に
求
め
ま
す

池田宜
たか

永
ひさ

市長

　子どもが健全に成長するためには、教
育に関わる大人のみではなく、その成長
に関わる全ての大人が、それぞれの立場
で何をすればよいのか考えていくことが
大切だと考えます。
　「都城市いじめ防止条例」は、それぞ
れの責務を明確化し、いじめの防止・早
期発見・対処についての施策を総合的か
つ効果的に推進することを目的としてい
ます。
　本市の宝「次世代を担う子どもたち」
が安心して活動できるための礎

いしずえ

として、
市民の皆さんに深く浸透していくことを
期待します。

　いじめは、いじめ
を受ける子どもの教
育を受ける権利を侵
害し、心身の健全な
成長や人格の形成に
影響を与え、その命
に危険を及ぼすこと
もある重大な問題で
す。
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講
座
・
教
室

女
性
・
若
者
お
よ
び
経
営
者
研
修（
無
料
）

◦
日
時　

11
月
17
日
㈫　

14
時
～
15
時
30
分

◦
場
所　

Ｍ,
ｓ
ホ
ー
ル
（
乙
房
町
）

◦
内
容　

中
嶋
玲
子
さ
ん
（
福
岡
県
朝
倉

郡
杷は

木き

町
元
町
長
）
に
よ
る
講
演

◦
定
員　

１
５
０
人　

※
先
着
順

問
　
都
北
商
工
会
女
性
部
連
絡
協
議
会

　
　

☎
37

－

０
０
２
４

指
定
管
理
者
自
主
事
業

◦
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

①
第
１
・
第
３
火
曜
日
（
12
／
１
㈫
～
３

／
15
㈫
）　

10
時
～
11
時
30
分

都
城
運
動
公
園
武
道
館

②
第
１
・
第
３
木
曜
日
（
12
／
３
㈭
～
３

／
17
㈭
）　

10
時
～
11
時
30
分

山
之
口
運
動
公
園
武
道
館

各
20
人　

２
、０
０
０
円

締
め
切
り
：
11
月
24
日
㈫

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い

し
め
縄
作
り
教
室
　
※
小
・
中
学
生
が
対
象

12
月
12
日
㈯　

10
時
～
12
時

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

20
人　

５
０
０
円

締
め
切
り
：
11
月
30
日
㈪

※
は
さ
み
、
タ
オ
ル
、
軍
手
を
持
参

問
　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
24

－

６
４
５
４

離
乳
食
教
室（
無
料
）

◦
日
時　

11
月
27
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

◦
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

地
下
１
階
）

◦
持
参
す
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

問
　
こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

園
芸
教
室（
無
料
）

◦
日
時　

12
月
13
日
㈰　

９
時
～
12
時

◦
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

◦
内
容　

春
の
七
草
鉢
作
り
栽
培
、
植
え

付
け
な
ど

◦
持
参
す
る
物　

軍
手
や
帽
子
、
タ
オ
ル

◦
定
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
　
11
月
20
日
㈮
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
　

☎
23

－
２
６
１
３

潜
在
看
護
師
職
場
復
帰
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
全
５
回
）

◦
日
時　

11
月
24
日
㈫
・
25
日
㈬
・
26
日

㈭
・
27
日
㈮
・
30
日
㈪　

13
時
～
16
時

◦
場
所　

都
城
市
郡
医
師
会
病
院

◦
定
員　

15
人

※
申
し
込
み
順
。
選
考
あ
り

問
　
都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会

　
　
　

☎
22

－

０
７
１
１

健
康
料
理
教
室

◦
日
時
　
12
月
13
日
㈰
・
20
日
㈰　

10
時
～

◦
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
定
員　

各
20
人　

※
申
し
込
み
順

◦
参
加
料　

１
、３
０
０
円

◦
内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
の
お
せ
ち

◦
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

問
　
藤
元
総
合
病
院

　
　
　

☎
・
FAX

25

－

６
１
１
５

親
子
パ
ン
作
り
教
室

◦
日
時　

11
月
21
日
㈯　

11
時
～
13
時

◦
場
所
　
高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンS

A
K
U
R
A

」

◦
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

◦
費
用　

１
組
２
、０
０
０
円

※
材
料
費
含
む
。
エ
プ
ロ
ン
持
参

問
　
高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンS

A
K
U
R
A

」

☎
58

－

２
０
８
８

相 

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
過
食
・
拒

食
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
、
精
神
科
の

医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦
日
時　

12
月
24
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

◦
場
所　

都
城
保
健
所

問
　
都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

　

契
約
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

◦
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

◦
弁
護
士
法
律
相
談

　

11
月
20
日
㈮　

13
時
～
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

◦
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◦
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４
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女
性
専
門
・
不
妊
専
門
相
談（
無
料
）

◦
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

　

妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
避
妊
、
乳
が
ん

な
ど
女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

◦
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

　

不
妊
治
療
の
検
査
や
費
用
、
医
療
機
関

の
情
報
な
ど
、
不
妊
に
関
す
る
相
談

◦
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
専
用
電
話

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１　

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

◦
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

◦
こ
こ
ろ
の
相
談

11
月
17
日
㈫　

14
時
～
16
時

◦
法
律
相
談

11
月
24
日
㈫　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
の
場
合
は
要
予
約

◦
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◦
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

◦
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

◦
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

◦
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
心
の
健
康
相
談
】

毎
週
水
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

◦
相
談
専
用
電
話
　

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－
８
６
８

交
通
事
故
相
談（
無
料
）

◦
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

◦
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

◦
相
談
専
用
電
話

　

☎
23

－

０
９
４
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

◦
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

◦
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

◦
相
談
専
用
電
話

　

☎
46

－

２
０
８
８

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】

◦
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

☎
０
９
８
５

－

32

－
５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】

◦
日
時　

月
～
金
曜
日　

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

【
福
祉
課
】

◦
日
時　

月
～
金
曜
日　

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　

☎
23

－

２
９
８
０

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

就
職
相
談（
無
料
）

　

就
職
に
対
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や

不
安
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
や
職
場
見
学
、
職

場
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
～
39
歳
の

無
職
の
人
と
そ
の
家
族

◦
時
間　

10
時
～
17
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◦
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

問
　
み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

☎
36

－

６
５
１
０

宮
崎
県
社
会
保
険
労
務
士
会

働
く
人
の
た
め
の
電
話
無
料
相
談

◦
日
時　

11
月
23
日
㈪　

10
時
～
16
時

◦
内
容　

労
働
問
題
や
年
金
関
係
な
ど

◦
専
用
電
話

　

☎
０
９
８
５

－

20

－

８
１
６
０
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相 

談

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き（
無
料
）

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

お
知
ら
せ

胃
が
ん
・
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

◦
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

◦
日
程　

12
月
８
日
㈫

◦
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
受
付
時
間　

８
時
～
11
時

◦
検
診
料　

１
、２
０
０
円

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

◦
対
象　

20
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
平
成
６
年
・
４
年
・
２
年
…
）

◦
日
程
・
場
所

12
／
８
㈫
（
午
前
）
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

（
午
後
）
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

12
／
10
㈭
（
午
前
）
山
之
口
地
区
公
民
館

（
午
後
）
山
田
体
育
館

◦
受
付
時
間

午
前
の
部
：
９
時
～
10
時

午
後
の
部
：
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◦
検
診
料　

１
、２
０
０
円

※�

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

問
　
健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

予
防
接
種
の
対
象
者
で
、
接
種
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
と

相
談
し
て
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

◦
対
象
者
・
接
種
回
数

１
歳
～
３
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
の
幼

児
・
３
カ
月
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回

※�
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

幼
児
は
対
象
外

◦
料
金　

対
象
者
は
無
料

◦
そ
の
他　

任
意
接
種
で
水
ぼ
う
そ
う
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
幼
児
は
、
接
種
し
た

回
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
こ
と
と
し
ま

す※�

実
施
医
療
機
関
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

問
　
こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
飛
散
防
止

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
、
強
風
に
よ

り
鉄
塔
や
電
線
に
巻
き
付
く
と
、
送
電
で

き
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
飛
散
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
　
㈱
九
電
ハ
イ
テ
ッ
ク
宮
崎
支
社
都
城

工
務
所　

☎
23

－

６
１
２
４

　
郷
土
の
伝
統
を
後
世
へ

民
俗
芸
能
を
守
り
伝
え
る

都
城
市
民
俗
芸
能
保
存
連
合
会
（
加
盟
団
体
数
73
団
体
）

で
は
、
地
域
の
民
族
芸
能
の
保
存
や
伝
承
を
目
的
に
、
都

城
民
俗
芸
能
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

受
け
継
が
れ
る
「
郷
土
の
宝
」

　

都
城
に
は
、
伝
統
に
育
ま
れ
た
「
郷

土
の
宝
」
で
あ
る
民
俗
芸
能
が
数
多
く

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

民
俗
芸
能
の
中
に
は
、
各
地
域
で
大

切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、

後
継
者
不
足
に
よ
り
途
絶
え
て
し
ま
っ

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
地
域

の
高
齢
者
の
記
憶
や
残
さ
れ
た
文
献
を

基
に
、
民
俗
芸
能
を
復
活
さ
せ
、
保
存

会
を
立
ち
上
げ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、民
俗
芸
能
を
後
世
に
伝
え
、

郷
土
の
誇
り
と
す
る
た
め
、
毎
年
、
芸

能
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
沖
水
小
学
校
の
児
童
ら
に

よ
る
太
郎
坊
奴
踊
や
、
地
域
間
の
文
化

交
流
を
目
的
に
、
鹿
児
島
県
指
宿
市
か

ら
民
俗
芸
能
団
体
を
招
き
、
猿
の
子
踊

り
の
披
露
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
民
俗
芸
能
に
触
れ
る
絶
好
の

機
会
で
す
の
で
、ぜ
ひ
観
覧
く
だ
さ
い
。

第
９
回
都
城
民
俗
芸
能
祭

◦
日
時
　
12
月
13
日
㈰
　
13
時
開
演

◦
場
所
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◦
観
覧
料
　
無
料

◦
演
目
　
島
津
稲
荷
神
社
神か

ん

め舞
（
郡
元

町
）、
熊く

ま

襲そ

踊
（
庄
内
町
）、
正
近
棒
踊
り

（
山
之
口
町
）、穂
満
坊
三
月
十
日
踊
り（
高

城
町
）、
東つ

ま

霧
島
龍
神
太
鼓
（
高
崎
町
）、

太
郎
坊
奴
踊
（
沖
水
小
学
校
）、
猿
の
子

踊
り
（
鹿
児
島
県
指
宿
市
）、
ゴ
ッ
タ
ン

演
奏
（
重
信
優
）

猿の子踊り
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申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

2015年11月　広報都城

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
流
行
し
や
す
い
病
気
で
す
が
、
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重

症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
頃
の
手
洗
い
・
う
が
い
と
休
養
・

食
事
、そ
し
て
マ
ス
ク
を
着
用
す
る「
せ

き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
一
緒
に
行
い
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◦
接
種
助
成
の
期
間

12
月
31
日
㈭
ま
で

◦
対
象

◦
65
歳
以
上
の
人
（
接
種
日
に
満
65
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
）

◦
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
や
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能
に
障
が
い

が
あ
り
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
人

◦
費
用　

１
、４
０
０
円
（
期
間
内
に

１
回
限
り
）

※�

対
象
で
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
生
活

保
護
受
給
証
明
書
が
あ
れ
ば
無
料
。

そ
れ
以
外
の
人
は
、
任
意
接
種
で
す

の
で
、
接
種
費
用
は
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す

高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

◎
問
い
合
わ
せ

　
健
康
課
　
☎
23

－

２
７
６
５

インフルエンザ予防接種実施医療機関一覧表（平成27年9月30日現在）

医療機関名 電話番号
市　内

あきづき医院 36-0534
あきと内科胃腸科 46-5500
有川呼吸器内科医院 24-6677
有馬医院 23-2610
安藤胃腸科外科医院 39-2226
※いき形成外科ひふ科クリニック 45-0020
いわよし耳鼻咽喉科クリニック
（かかりつけ患者のみ）

36-5555

池之上整形外科 23-2311
いづみ内科医院 22-7111
宇宿医院 25-9031
鵜木循環器内科医院 26-0008
※おおくぼクリニック 26-1500
大橋クリニック 37-0539
柏村内科 22-2616
※仮屋医院 36-0521
仮屋外科胃腸科医院 25-7712
川畑医院 46-3225
北原医院 22-4133
共立医院 22-0213
久保原田中医院 22-7700
黒松病院 38-1120
※児玉小児科 25-5570
※小牧病院 24-1212
坂元医院 22-0360
※三州病院 22-0230
しげひらクリニック 27-5555
庄内医院 37-0522
※城南病院 23-2844
※城南クリニック 26-3622
瀬ノ口醫院 25-5155
瀬ノ口内科放射線科医院 25-7780
園田光正内科医院 38-5115
※たかお浜田医院 22-8818
※たき心療内科クリニック 46-9191
田口循環器科・内科クリニック 24-0600

医療機関名 電話番号
※武田産婦人科医院 22-0336
※橘病院（入院患者のみ）23-7236
伊達クリニック 36-7088
※どいクリニック 22-1825
※とくとめクリニック 26-1820
戸嶋病院 22-1437
※都北鮫島クリニック 38-6060
冨田医院 23-4586
※永田病院 23-2863
※ながはま整形外科 46-7188
西浦病院 25-1119
野口脳神経外科 47-1800
野辺医院 22-0153
はしぐち小児科 24-5500
※花房泌尿器科医院 25-1177
※浜田医院 22-1151
はまだクリニック 45-2266
早水公園クリニック 36-6117
※速見泌尿器科医院 24-8344
原田医院 26-3330
福島外科胃腸科医院 38-1633
※ふくしまクリニック 46-5001
藤元上町病院 23-4000
※藤元総合病院 25-1313
※藤元病院 25-1315
ベテスダクリニック 22-1700
※豊栄クリニック 39-2525
※松山医院 24-1046
※マドコロ外科医院 22-0138
※丸田病院 23-7060
三嶋内科 24-7171
※都城新生病院 22-0280
都城フォレスト・クリニック脳神経外科 80-4313
※宮永病院 22-2015
宗正病院 22-4380
村上循環器内科クリニック 25-2700
※メディカルシティ東部病院 22-2240

医療機関名 電話番号
※もちお蛯原医院 21-5355
もりやま脳神経外科 21-6888
森山内科・脳神経外科 21-5000
柳田病院 22-4850
柳田クリニック 22-4862

※やの耳鼻咽喉科 27-5222
※山内小児科医院 22-0048
※横山病院
（かかりつけ患者のみ）

22-2806

※よしかわクリニック 23-9384
※吉松病院 25-1500
※西岳診療所 33-1510
大岐医院 57-2025
志々目医院 57-2004
政所医院 58-2171
吉見病院 58-2335
吉見クリニック 58-5633
海老原内科 64-1211
山路医院 64-3133
教山内科医院 62-1205
佐々木医院 62-1103
隅病院 62-1100

三股町
一心外科医院 52-7788
岩下耳鼻咽喉科 51-1187

※江夏整形外科クリニック 51-1122
坂田医院 51-2003

※大悟病院 52-5800
※たけしたこども医院 51-0005
田中隆内科 52-0301
とまり内科外科胃腸科医院 52-1135
長倉医院 52-2109
畠中小児科医院 52-6000
みしま内科クリニック 51-8100

※印のついている医療機関は
　予約が必要です
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お
知
ら
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
宝
く
じ
助
成
金
）

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
を
活
用

し
て
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
ま

す
。
ま
た
、
点
灯
と
併
せ
て
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◦
期
間　

11
月
21
日
㈯
～
１
月
11
日
㈪

◦
点
灯
時
間　

18
時
～
22
時

◦
場
所　

中
央
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド

問
　
商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員
名

簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・
活
動

予
算
書
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

◦
団
体
名　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｈ
・

Ｐ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
サ
ポ
ー
ト

◦
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

◦
縦
覧
期
間　

11
月
30
日
㈪
ま
で
の
８
時

30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課�

☎
23

－

２
４
３
１

11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
ま
す
。
火
災
に
よ
る
被
害

を
無
く
す
た
め
、
火
の
取
り
扱
い
や
火
の

元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
防
局
予
防
課　

☎
22

－

８
８
８
４

軽自動車税の
税額が変わります

◎問い合わせ　市民税課　☎23-2123

原動機付自転車などの税額の変更
　平成27年度税制改正により、１年延期にな
っていた原動機付自転車などの税額が、平成
28年度から変更されます。

四輪および三輪の税額の変更
　初度検査年月（新車登録年月）や燃費基準
などにより、それぞれ異なりますので、車検
証で確認ください。なお、平成27年３月以前
に登録して13年経過していない車両は、現行
どおりです。

Ａ：新税額
平成27年４月以降に新車登録した車両に適用
されます

Ｂ：重課税額
環境負荷の小さい軽四輪などの普及を進める
ため、新車登録から13年経過した車両に適用
されます。平成28年度から対象となる車両は、
初度検査年月が平成14年以前の車両です

Ｃ：軽課（グリーン化特例）
平成27年度内に新車登録し、排出ガス性能と
燃費の優れた車両には、平成28年度は特例措
置が適用されます
①平成21年排ガス規制10％以上低減
②乗用：平成32年度燃費基準＋20％達成車
　貨物：平成27年度燃費基準＋35％達成車
③乗用：平成32年度燃費基準達成車
　貨物：平成27年度燃費基準＋15％達成車

原動機付自転車などの税額表

車種区分 現行
27年度まで 28年度から

原動機付
自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円

50㏄超90㏄以下 1,200円 2,000円

90㏄超125㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊
自動車

農耕用（トラクターなど） 1,600円 2,400円

その他（タイヤショベルなど） 4,700円 5,900円

軽二輪 125㏄超250㏄以下 2,400円 3,600円

二輪の
小型自動車 250㏄超 4,000円 6,000円

四輪および三輪の軽自動車の税額表

車種区分

初度検査年月（新車登録年月）で
異なる税額

現　行
※�初度検査
年月が平
成27年３
月までの
車両

A：新税額
※�初度検査
年月が平
成27年４
月以降の
車両

B：重課税額
※�初度検査
年月から
13年経過
した車両

四
輪
以
上

乗用・自家用 7,200円 10,800円 12,900円

乗用・営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用・自家用 4,000円 5,000円 6,000円

貨物用・営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

Ｃ：軽課（グリーン化特例）27年度内新車登録車両の税額表

車種区分

電気自動車
天然ガス
自動車
①

ガソリン車・ハイブリッド車
※�平成17年排ガス規制75％
低減車のみ

② ③

四
輪
以
上

乗用・自家用 2,700円 5,400円 8,100円

乗用・営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物用・自家用 1,300円 2,500円 3,800円

貨物用・営業用 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 1,000円 2,000円 3,000円
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INFORMATION
申 問申し込み先 問い合わせ先

市からの情報をお届けします。

2015年11月　広報都城

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会
制
度

　

検
察
審
査
会
制
度
と
は
、
検
察
官
が
罪

を
犯
し
た
疑
い
の
あ
る
被
疑
者
を
不
起
訴

処
分(
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と)

に
し

た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
の
か
を
、
国
民
を

代
表
し
て
11
人
の
審
査
員
が
審
査
す
る
制

度
で
す
。
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
、
候

補
者
に
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ
に
検
察
審
査

会
事
務
局
か
ら
案
内
し
ま
す
。

問
　
宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　

☎
０
９
８
５

－

68

－

５
１
２
０

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
設
置
費
補
助

　

市
で
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
新
規
購
入

に
対
し
、
最
大
で
５
、０
０
０
円
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、

市
内
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
取
扱
店
な
ど
で
、
４
月
１

日
以
降
に
新
品
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
購
入

し
、
取
り
付
け
て
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
た
も

の
で
す
。
な
お
、
設
置
か
ら
３
カ
月
以
内

に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
不
明
な

点
は
購
入
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
給
与

支
払
者
が
毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か

ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
い
て
、
市
町
村

に
納
入
す
る
制
度
で
す
。
給
与
を
支
払
う

事
業
主
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
原
則

と
し
て
市
県
民
税
の
特
別
徴
収
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
全
市
町
村
と
県
で
は
、
特
別
徴
収

の
適
正
な
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い
事
業
主
に

は
、
今
後
、
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
の
で
、

特
別
徴
収
制
度
へ
の
理
解
と
、
適
切
な
実

施
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

都
城
地
域
産
業
振
興
事
業
交
付
金

　

地
域
産
業
振
興
の
た
め
に
、
商
店
街
や

学
校
な
ど
と
共
同
し
て
事
業
を
実
施
す
る

市
内
の
団
体
な
ど
を
対
象
に
、
事
業
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦
交
付
金
額　

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
30
万
円
）

問
　
都
城
商
工
会
議
所
で
配
布
す
る
交

付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
事
業

計
画
書
、
収
支
予
算
書
な
ど
を
添
え
て
、

11
月
25
日
㈬
ま
で
に
都
城
地
域
産
業
振
興

協
会
（
都
城
商
工
会
議
所
内
）

☎
23

－

０
０
０
１

国
民
年
金
保
険
料
後
納
制
度

　

年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
後
納
制
度
を

利
用
で
き
る
期
間
が
過
去
10
年
か
ら
５
年

に
変
わ
り
ま
し
た
。
過
去
５
年
以
内
に
国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人

は
、
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
間
に
限
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
都
城
年
金
事
務
所　

☎
23

－

２
５
７
１

被
用
者
年
金
制
度
の
窓
口
が

共
通
に
な
り
ま
し
た

　
「
被
用
者
年
金
一
元
化
法
」
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
厚
生
年
金
と
三
つ
の
共
済
年
金

に
分
か
れ
て
い
た
被
用
者
年
金
制
度
が
厚

生
年
金
制
度
に
統
一
さ
れ
、
厚
生
年
金
に

関
す
る
届
け
書
な
ど
は
、
年
金
事
務
所
や

各
共
済
組
合
な
ど
、
ど
の
窓
口
で
も
受
け

付
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
厚
生
年
金
の
決
定
・
支
払
い
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
日
本
年
金
機
構
ま
た
は
各

共
済
組
合
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

問
　
都
城
年
金
事
務
所　

☎
23

－

２
５
７
１

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
11/15
㈰

沖水子どもクリニック（小） 27-5656
柏村内科 22-2616
瀬之口内科放射線科医院（内）25-7780
一心外科医院（外・胃・肛門・内）52-7788
小牧病院（整） 24-1212
北原医院（産・婦） 22-4133
柴田歯科医院 26-5858

11/22
㈰

久保原田中医院（内・小） 22-7700
藤元総合病院（内） 25-1313
大橋クリニック（内・消・ﾘﾊ） 37-0539
福島外科胃腸科医院（外・胃）38-1633
橘病院（整） 23-7236
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51-1187
片平歯科医院 25-9300

11/23
㈪

柳田病院（小・内） 22-4862
有川呼吸器内科医院（呼・内）24-6677
海老原内科 64-1211
吉見クリニック（外・整・内） 58-5633
速見泌尿器科医院 24-8344
吹上耳鼻咽喉科（耳鼻） 21-4133
やまのくち歯科 57-5588

11/29
㈰

仮屋医院（内・小） 36-0521

ベテスダクリニック（内） 22-1700

しげひらクリニック（内） 27-5555

安藤胃腸科外科医院（消・外・内）39-2226

姉川医院（皮・泌） 22-2205

丸田病院（産・婦） 23-7060

大岐歯科医院 24-6488

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認してくだ
さい
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局

11/15㈰
沖水、調剤日研、そうごう都原、
コア・ファーマシー、くげ

11/22㈰
ハートハンズ、ふれあい庄内、
都北町、オレンジ、ひむか三股

11/23㈪
東町、そうごう上川東、グリーン、
友愛

11/29㈰
そうごう志和池、トロン、みどり、
とよみつ、薬研、エイト

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ
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図書館だより 都城市立図書館	 ☎ 22－0239
高城図書館	 ☎ 58－4224

◎問い合わせ
今月のおすすめの本

都
城
島
津

伝
承
館
だ
よ
り

　

伊
能
忠
敬
の
全
国
測
量
は
10
回
に

も
及
び
、
そ
の
中
で
初
め
て
都
城
の

測
量
が
行
わ
れ
た
の
が
、
文
化
７
年

（
１
８
１
０
）第
７
次
測
量
か
ら
で
し
た
。

こ
の
測
量
で
は
、
測
量
隊
を
伊
能
忠
敬

が
率
い
る
本
隊
と
支
部
で
あ
る
坂さ

か

べ部
組

の
二
つ
に
分
け
、
都
城
の
測
量
は
坂
部

組
が
調
査
し
ま
し
た
。
坂
部
組
は
、
福

山
（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）
か
ら
都
城
の

五
十
町
村
に
入
り
、後う

し
ろ
ま
ち町・
三み

え

ま

ち

重
町
（
都

城
市
西
町
）、
本も

と
ま
ち町
（
上
町
）、
唐と

う
じ
ん
ま
ち

人
町

（
中
町
）、
原
口
村
（
上
長
飯
町
）、

鷺さ
ぎ
す
む
ら

巣
村
・
寺て

ら
ば
し
ら柱
村
（
三
股
町
）
を
巡
っ

た
後
、
飫
肥
藩
と
の
境
と
な
る
牛
之
峠

ま
で
を
測
量
し
ま
し
た
。

　

こ
の
測
量
の
結
果
、
作
成
さ
れ
た
の

が
「
九
州
沿
海
図
（
大
図
）都
城
」で
す
。

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
地
図
を
も
と
に

「
大だ

い
に
ほ
ん
え
ん
か
い
よ
ち
ぜ
ん
ず

日
本
沿
海
與
地
全
図
」い
わ
ゆ
る「
伊

能
図
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

「
大お

お
し
ま
は
た
だ
い
せ
き

島
畠
田
遺
跡
」

　

今
回
は
、
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
と
し
て

は
、
市
内
で
初
め
て
国
指
定
史
跡
と
な

っ
た
大
島
畠
田
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

　

大
島
畠
田
遺
跡
は
平
成
11
年
に
、
金

田
町
一
帯
の
水
田
整
備
事
業
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
の
土
の
下
か
ら
、
今
か

ら
約
１
、１
０
０
年
前
の
大
型
の
建
物

跡
や
、
中
央
付
近
に
島
の
あ
る
池
の
よ

う
な
く
ぼ
み
、
立
派
な
門
の
跡
が
発
見

さ
れ
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
陶
磁
器

も
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
平
安
時
代
前
期
の
身
分
の
高
い
人

が
住
ん
で
い
た
屋
敷
跡
の
様
子
が
分
か

る
遺
跡
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
平
成

14
年
に
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

　

都
城
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
貴

重
な
遺
跡
を
皆
さ
ん
に
史
跡
公
園
と
し

て
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
現
在
、
保

存
整
備
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
九
州
沿
海
図
（
大
図
）
都
城
」

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

 

文
化
財
課　

☎
23
㆐
９
５
４
７

問

※読み聞かせ会などの情報は、P20をご覧ください

都城市立図書館：「読んでほしい、日本の昔ばなし」「折り紙の日にちなんで」ほか
高城図書館：「来年の年賀状」「大型絵本・復刻本」特別展示ほか特設コーナー

図書館キャラクター紹介

魚屋しめ一
いち

物語

12歳で家族と離れ、厳しい親方の下で働きな
がら、大正から昭和と戦争の時代を生きた、
しめ一の魚屋修行物語。

柳沢朝子（文）　大庭賢哉（絵）
くもん出版（出版）

児童

トントン

高城図書館キャラクターのトントン。
食べ物と同じくらい本も大好き。さて、
今日は、何を食べ…、どんな本を読もう
かな。

なぜ犬はあなたの言っていることがわかるのか

動物は何を、どのように考えているのか？　
動物の心という未知の領域に足を踏み入れ、
動物との絆に新たな視点をもたらす一冊。

一般

ヴァージニア・モレル（著）
庭田よう子（訳）　講談社（出版）

楽しい動物園の舞台裏には、飼育員の絶え間
ない努力があった。動物翻訳家たちの知られ
ざる活躍を描いた動物園ルポ。

片野ゆか（著）　集英社（出版）

動物翻訳家　
心の声をキャッチする、飼育員のリアルストーリ－

一般・青少年

都城市立図書館	 ●休館日／11月16日・23日・24日、12月3日・7日・14日	 ●開館時間／９：30～18：50
	 	 　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館	 ●休館日／11月17日・23日・24日、12月1日・8日・15日	 ●開館時間／９：30～18：00

�出土品は都城歴史資料館で
展示中です



◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

◆今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広報

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.1

ク イ ズ

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

サインバイノー（はじめまして）！
　都城市の皆さんこんにちは！　はじめまして。モンゴルの

首都ウランバートル市から来ましたソヨルマーです。9月か

ら都城市で国際交流員として働いています。

　私は、都城市に来る前から、とても親しみを感じていました。

というのも、モンゴル国立科学技術大学の外国語学部日本語

学科3年生だった15年前、都城市の中学生を含む市民の皆さ

んがウランバートル市を訪れたことがあり、一緒に日本語キ

ャンプを経験したからです。それ以来、都城市とウランバー

トル市が友好交流都市として、さまざまな交流をしてきたニ

ュースをよく聞いていました。

　モンゴル人は「日本」と聞くと、「勤勉で時間を守る国民性」

「相撲」「寿司」「富士山」「茶道」などを思い浮かべます。

　これから、国際交流という素敵な出会いの機会を通して、

私の母国の文化を一人でも多くの人に知ってもらい、また、

日本文化を学びながら、市民の皆さんと触れ合うことを楽し

みにしています。どうぞ、よろしくお願いします。

ルイメド・ソヨルマーさん
（モンゴル）

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

問　①私領一番隊やなぎなた隊などが豪華絢爛に練
　　　り歩く「◯◯発祥まつり」。

答  

問　②被災地派遣職員奮闘記でも紹介。本市は東日
本大震災復興支援として宮城県◯◯◯市と南
三陸町に職員を派遣しています。

答  

小
学
生
の
息
子
に
「
お
母
さ
ん
、
心
の
病
気
っ
て
ど
ん
な

痛
み
？
」
と
聞
か
れ
、
返
答
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い

返
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
親
と
し
て
命
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郡
元
町　

り
よ
た
ま
さ
ん
）

学
生
時
代
、
広
口
交
差
点
か
ら
続
く
商
店
街
は
と
て
も
に

ぎ
や
か
な
魅
力
あ
る
市
街
地
で
し
た
。
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
二
宮
さ
ん
に
は
、
誰
も
が
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
久
町　

Ｙ
・
Ｔ
さ
ん
）

徐じ
ょ

星せ
い

さ
ん
（
国
際
交
流
員
）
の
中
国
の
友
人
が
日
本
を
好

き
に
な
っ
て
く
れ
た
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
日
本
の

こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
町
中
霧
島　

Ｍ
ア
ン
ド
Ｋ
さ
ん
）

ど
う
し
て
「
都
城
」
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
の
か
不
思
議

に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
城
の
名
前
が
由
来
だ
と
知
っ

て
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
歴
史
も
深
い
都
城
の
こ
と
を
、

ま
す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
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千
町　

Ｙ
・
Ｕ
さ
ん
）

５
年
に
１
回
の
国
勢
調
査
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答

す
る
こ
と
が
で
き
て
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
パ
ソ
コ

ン
の
時
代
。
私
も
使
い
こ
な
し
た
い
と
思
い
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
切
っ
掛
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
広
原
町　

ｙ
ａ
ｓ
ｕ
ｐ
ｙ
ｏ
ｎ
さ
ん
）

国際
交流員の
ひとりごと

■９月号クイズの結果【応募総数69通】
　◎正解／①命  ②国勢



POST  CARD

8 8 5 8 5 5 552円切手を
お貼りください

読者プレゼント今月の
施設案内

フ リ ガ ナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市役所 秘書広報課 行
（広報都城  NO.119  2015年11月号）

※11月16日～12月15日の日程

商品提供事業者
都城菓子商工業組合 (ミロワール南香　 ☎25-1788 南香　 ☎22-4670)

【クリスマスケーキ（５号）引換券2人】

今回は、クリスマスに
合わせ、都城菓子商工
業組合から提供のクリ
スマスケーキをプレゼ
ント。今年のクリスマ
スは、同組合加盟店自
慢のクリスマスケーキ
を、ご賞味ください。

◎�応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話 
番号と、わたしの一言や11月号を読んだ感想を書い
て〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中か
ら抽選でプレゼントを差し上げます。

　※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選者への
　　商品発送以外には利用しません

◎応募締め切り　11月30日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙１月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集しています。
　詳細については秘書広報課まで問い合わせください

◎９月号当選者　寺尾豊次郎さん（広原町）

◦美術館（姫城町）	 ☎25-1447
開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
入	館	料 無料
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※12月7日㈪～1月1日㈮は展示替え作業のため休館
◎特別展「日韓近代美術家のまなざし」12月6日㈰まで
　一般800円、高校・大学生600円、中学生以下無料

◦都城歴史資料館（都島町）	 ☎25-8011
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入	館	料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
 ※毎週土曜日は、小・中学生無料
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「都城－城の機能とくらし－」　1月11日㈪まで
◎戦後70年企画展「近代戦争と都城」　11月29日㈰まで
※11月29日㈰までは、高校生以下無料

◦都城島津邸（早鈴町）	 ☎23-2116
開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
観	覧	料 「本宅」小学生以上100円
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※12月1日㈫～18日㈮は展示替え作業のため伝承館は休館
◎特別展「江戸時代の地図作成と地誌編さん事業」
　11月29日㈰まで
※特別展期間中の都城島津伝承館の観覧料は
　一般400円　高校・大学生300円　中学生以下無料
◎11月21日㈯　14：00 ～　学芸員の特別展解説講座

◦人形の館（山之口町）	 ☎57-5295
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入	館	料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※11月17日㈫・18日㈬は薫蒸作業のため休館

◦山之口弥五郎どんの館（山之口町）　☎57-3713
開館時間 ９：00～17：00
入	館	料 無料
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦高城郷土資料館（高城町）	 ☎58-5963
開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
入	館	料 一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦旧後藤家商家交流資料館（高城町）	 ☎58-6900
開館時間 10：00～16：00
入	館	料 大人200円　小・中学生100円
休	館	日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◦たちばな天文台（高崎町）	 ☎62-4936
開館時間 10：00～15：00
金、土、祝日の前日は19：00 ～ 22：00も開館
入	館	料 中学生以上310円　小学生100円
休	館	日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎12月13日㈰・14日㈪　22：00 ～
　ふたご座流星群特別観測会



11
月

23日㈪　11：00 ～17：00
島津発祥まつり　【都城島津邸～神柱宮】
問 同実行員会　☎51-5501

29日㈰　11：00 ～
SHIMAZUグルメコンテスト【志布志市有明開田の里公園】
問 総合政策課　☎23-2115

12
月

６日㈰　9：30 ～15：00
生きがいふれあいフェスタ山之口【山之口勤労福祉センターほか】
問 山之口地域振興課　☎57-3111

６日㈰　11：00 ～15：00
南九州大人弥五郎伝説文化交流会【山之口総合支所】
問 山之口地域振興課　☎57-3111
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インフォメーション

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内

編集後記

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～
　③17：50 ～　④20：50 ～
　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

■毎週木曜日　市民課窓口は17:15〜19:00まで夜間対応
■土・日曜日　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行　

　　　　　　  9:30〜17:00（12:00〜13:00を除く）

市役所の開庁時間　平日8:30〜17:15  ※土・日・祝日は閉庁

　日曜日の午後６時30分と言えば、国民的アニ
メーション番組「サザエさん」。子どもの頃「明
日からまた学校か･･･」と憂

ゆううつ

鬱になっていました。
今月から、そのサザエさんが本市の観光地を訪
れ、市の魅力を全国に届けてくれています。現在、
市では、さまざまなＰＲ事業に取り組んでいま
す。訪れてくれた皆さんに「都城に来てよかった」
と言ってもらえるようにおもてなしの心を持ち、
本市の魅力を発信していきたいと思います。（真）

イベントカレンダー（11月16日～12月15日）
※【　　　】内は場所、問は問い合わせ先

スマートフォンからも
市政情報がご覧に
なれます

都城市現住人口

今月の表紙 迫力満点 ！　　 ユニークなかかし

　毎年恒例の一堂ヶ丘公園（山田町山田）で開催されるかかしフ
ェスティバル。今年も本市のPR部長「ぼんちくん」や、アニメ
のキャラクターなどのユニークな
かかし48体が会場をにぎわせまし
た。シャーロット王女が誕生し話
題となった英国のロイヤルファミ
リーや、発泡スチロールを使った
怪獣などの力作に、多くの家族連
れらが感心していました。

まちなかイルミネーション点灯式

平成27年10月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,528世帯 （70） （345）
人口総数 165,378人 （76） （－1,046）
男　　性 77,567人 （62） （－357）
女　　性 87,811人 （14） （－689）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

今年のテーマは“I love 
you ～きせきの言葉”。

『美女と野獣』を中心と
したディズニーの名曲
を、ニューヨークのボ
ーカリストとオーケス
トラの演奏でお届けし
ます。

●日　時　11月28日㈯
　　　　　開演18：00（開場17：00）
●料　金　全席指定　S席8,300円、A席6,700円
　　　　　※未就学児童の入場はご遠慮ください
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

まちなかの冬の風物詩、ウエル
ネス交流プラザのイルミネーシ
ョン。その点灯式が、バイオリ
ンとギター、キーボードによるコ
ンサートや、ハンドメイド作品や
ケーキなどを販売する「プラザ
マルシェ」と併せて開催されま
す。イルミネーション点灯の瞬
間を一緒に体験してみませんか。

ディズニー･オン･クラシック
まほうの夜の音楽会2015

●日　時　�11月21日㈯　16：00～ 19：00
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

©Disney
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